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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

        議   事   日   程       第 ５ 号 

９月11日（木）９時開議    

 日程第１   市政事務に対する一般質問 

 ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

平成26年９月武雄市議会定例会一般質問通告書 

順番 議 員 名 質 問 要 旨 

15 ３ 朝 長  勇 

１．起業家支援について 
 
２．災害時の電力確保について 
 
３．システム開発部門の設置について 
 
４.学童保育での社会教育について 

16 ２ 猪 村 利 恵 子 

１．市長三期目の公約について 
１）まちを強くする 
２）くらしを守る 
３）未来をつくる 

17 ５ 浦 泰 孝 

１．福祉について 
 
２．防災について 
 
３．施設の利用管理について 

18 １ 豊 村 貴 司 

１．教育について 
１）新しい学校づくりについて 
２）教育環境について 
 

２．観光について 
１）保養村について 
２）今後の観光政策について 

 

 ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

開   議    ９時 

○議長（杉原豊喜君） 

皆さんおはようございます。前日に引き続き本日の会議を開きます。 

日程第１ 一般質問 

日程に基づきまして、市政事務に対する一般質問を続けます。 

日程から見まして、本日は１番豊村議員の質問まで終わりたいと思います。 

それでは３番朝長議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。３番朝長議員 

○３番（朝長 勇君）〔登壇〕 
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（全般モニター使用）おはようございます。それでは議長より登壇の許可をいただきまし

たので、３番朝長勇の一般質問を始めさせていただきます。 

今回は大きく４項目。起業家支援について、災害時の電力確保について、システム開発部

門の設置について、最後に学童保育での社会教育についてという順番で進めさせていただき

ます。それでは早速質問のほうに入っていきたいと思います。 

まずは起業家支援ということですけれども武雄で起業家といえばですね、もうこの人抜き

に語れないっていう方が……（発言する者あり）この方ですけれども、９月の市報の表紙を

ですね大々的に飾ってもう一躍ブレイクしたかどうかはちょっとわかりませんけれども、こ

の永田裕美子さん、いのししカフェをオープンされて今非常に頑張っておられるわけですけ

れども、私もこの永田さん、いろんな場面で御一緒させていただくわけですけれども、非常

にポジティブで人間力といいますか、人を引きつける魅力を持った方だなと感じております。 

こういう永田さんに続いて第２、第３のいのししカフェといいますか、起業家が武雄でも

誕生して雇用の場がふえて地域が活性化していくことを願っておるわけですけれども、そう

いう起業家を支援していくということですけれども昔のことわざにですね、創業は易く守成

は難しという言葉もあります。創業が簡単だとは決して思わないわけですけれどもさらに難

しいのはその後、しっかり売り上げを確保して営業を存続していく、継続していく、営業を

拡大していく、これが非常に難しい問題になってくると。創業しても必ずと言っていいほど

いずれ壁にぶち当たる、そういう壁にぶち当たったときに創業された方がどういったフォロ

ーができるか、そこを乗り越えられるようにしっかりサポートしていく、そういうことが必

要であろうと行政としてもですね、思っておりますけれども。 

そういう面について起業家支援、まあ起業家に限らずですね、既存の商店や企業も会社も

同じなんですけれども、どういった支援体制があるのかというのをまずお尋ねいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

北川営業部長 

○北川営業部長〔登壇〕 

おはようございます。起業家の支援ということでございますが、きのうも６番議員さん御

指摘ございましたが、武雄市では市あるいは商工会議所、商工会での起業支援、経営指導を

行っておりますが、経営指導の中でそういった御相談も数多くはありませんけども、あって

るということでございます。 

そうした中で、これにつきましては、国の起業の金融的な支援制度あるいは市の起業に対

する――市といいますか、県の起業に対する支援制度の御紹介をしているというような状況

でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

３番朝長議員 
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○３番（朝長 勇君）〔登壇〕 

この起業家支援というか産業支援について、きのうの松尾陽輔議員にも取り上げられてお

りまして、私も産業経済常任委員会の所属ですので一緒に紹介があった静岡県富士市の産業

支援センターに参ったわけですけども。きのうも松尾議員がおっしゃっていたように、非常

にその所長の情熱に打たれて、武雄でもぜひこういうことを、こういう支援をやっていかな

いかんなと感じて帰ってきた一人でございます。 

そういった中で、どういう対策をしていくか。やはり１番大事なのは、商品の販路拡大と

か、個別の相談にしっかり乗って、その人に忚じた支援をしていくっていうのが非常に大切

だっていうのを感じたわけですけれども、これにつきましてはですね、きのうの質疑の中で

もありましたように、今私がここで個別の政策を提案していくよりは松尾陽輔議員を初めで

すね、末藤委員長初め、あの産業経済常任委員会の中で、この視察で得たものをですね、し

っかりとかみ砕いて武雄ではどういった体制が必要であるのかっていうのを検討して、また

提案していかないといけないなと、きのうも話をしていたところでございます。 

どういった制度、仕組みをつくるにしてもですね、その富士市の視察で感じたことがやは

り制度、仕組みよりもだれがやるのかという、その仕組みの真ん中に座る人はどういった人

材なのか、これこそが非常にもう一番肝になるということを感じてきました。やっぱりその

方は物すごい情熱を持って、一人一人の経営者に寄り添ってですね、結果が出るまでとこと

ん相談に乗っていく。そして基本的にコストゼロの提案を行うと。その潜在能力を引き出す

ということで徹底してやられておりました。 

そういった意味でもですね、それができる人材がいないと制度、仕組みをつくってもなか

なかうまくいかないだろうと感じて帰ってきた次第でございます。 

そういう、常任委員会で今後検討していく上でもですね、どうしてもやはりそういう人材

の発掘または育成っていうのが、非常に大切になってくると感じております。そういう中で

常任委員会として検討は進めるとしても、やはり樋渡市長においてはですね、いろんな分野

のトップレベルの方と人脈をお持ちでございますので、そういう意味でもこう常任委員会で

検討する上で、いろんなアドバイスもいただきたいなと感じている次第です。 

とにかくその人材確保、中心になる人材をですね、どう確保するか。やはりそこの富士市

の産業支援センターの所長さん自身もですね、何回も何回も口説きに来られて請われて、三

顧の礼、亓顧の礼で口説き落とされて所長になった方でございました。 

やはりそう、この前のディー・エヌ・エーの南場さんの講演会でも、ちょっと話があった

んですけれども、やはり人材に妥協しないといいますか、これと定めた人材をとことん追っ

かけると。やっぱりそういう、まずその核になる人を確保するという上でですね、市長のア

ドバイス等もいただきたいと今後考えておりますけど、これについて見解をお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 
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樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

基本的なお話は朝長議員さんと全く同じです。やっぱり制度ありきではなくて、そこに人

がいると。 

それともう一つ大事な要素がありましてね、それは心の壁なんですよ。武雄で私もいろん

な起業支援を――まあ永田裕美子にもしてきましたけれども、一番その起業家支援で難しい

のは田舎の壁なんです。要はよそ者が来たと。なんだあの格好はといったりとか。もうそれ

でね、それがその彼、彼女だけじゃなくて、それがもうばーって全国にも広まるんですよ。

そしたら今どうなってるかっていうと、武雄は起業しづらいって今なってるんですよ。うん、

そうなんですよ。だからそこは要するによそ者――やっぱり私も市長に就任させていただく

ときはそうだったんですね。要するによそ者、ばか者、若者っていうので、三要素を兼ね備

えてたわけですよ。そのときに物すごく高い壁感じたんですね、市長になったときに。あん

たよそ者やろうもんと言われたんですよ。いや私は武雄市朝日町川上の生まれですよと言う

たらですよ、何年東京におったですかって言われたですね。（発言する者あり）ええ、ですの

でまあ守る人もいれば守らない人もいるわけですよ。ですので今は、当時８年前の話をしま

したけれども――あ、９年前か――の話をしましたけど、今と全く違うのは、今はそういう

噂が瞬く間に広まってしまうっていうことなんですね。危惧するとこはそこなんですね。で

すのでこれ議会に対してもそうなんですよ。 

以前ね、江原一雄議員さんがうちの職員の顔写真を出したじゃないですか。そのときにど

ういう反忚が起きたかというと、武雄市役所はえすかってなったとですよ。議会から……（発

言する者あり）一般職の職員がやらるって。ね、だからそういうところなんですよ。だから

そこが肝なんですね。 

だから我々は単に起業家支援て言いつつも、一旦自分の気持ちに置きかえたときに、尐し、

ああこれは違うねと思ったときにでもね、それはもういいところを見つけて伸ばすという方

向にならない限りね、多分進まないと思います。 

で、もう１個最大の起業家支援は最近わかってきました。起業家支援できるのは、これ大

学の先生とかじゃ無理なんです。まああの米倉誠一郎先生とかすごい人は別にして。起業家

支援できる人はやっぱ起業家なんですよ。これはあのシリコンバレーもそうなんですよ。シ

リコンバレーも、起業家支援をする人っていうのは結構起業家が多いんですね。それはなぜ

かっていうと自分が経験してるから。資金調達から人脈の構成から。 

だから我々がやんなきゃいけないのは、こういう永田さんとかを大事にすることなんです

よ。そうすることによって彼女が――まあ永田裕美子の例を出しましたけど、彼女は武雄が

起業しやすいってのを、あちこち言って回って彼女がアドバイスすることによって第２、第

３の永田裕美子、第２第３のイノシシが生まれてくると――どうもすいませんでした。（笑い
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声）というふうにやっていきたいなというふうに思っております。 

まず議会の皆さんたちにも声を大にして言いたいのは、ここの壁をね、なくすということ

です。私はそれが第一かなというふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

３番朝長議員 

○３番（朝長 勇君）〔登壇〕 

はい、そうですね、今言われた、この壁、うーんこれどう取り組むかってのは難しいとは

思うんですけれども。 

ちょっと今パネルに出しているのがですね、その研修の、視察に行ったときの状況で、右

端の方が小出さんという所長なんですけれども。やはり核になる人材、そう簡単にはいませ

んよとおっしゃってました。とにかくやっぱり経営ノウハウ、コミュニケーション能力、そ

してやっぱり情熱。もうこれがそろってないと結果が出せないということで、この小出所長

自体もですね、静岡銀行に勤められていらっしゃって、口説き落とされてここにいらっしゃ

ってるんですけれども。やっぱりこの、私がもし会社を経営していたら、もうこの人に相談

したいっていうやっぱりそういう方なんですよね。この人にいやーもう相談に乗ってほしい

なと、物すごい人間的な魅力を持った方でした。 

今後ですね、とにかくやはりいのししカフェの永田さんも含めですね、今後起業していく

方たちと、またその既に今商売をされている方々にどういう支援が有効であるかというのを、

しっかり委員会等でも考えていきたいと思います。 

それでは次の質問に入ります。２番目が災害時の電力確保についてっていうことなんです

けれども、まず最初は災害のことはちょっと置いといてですね、今電気自動車とか、ハイブ

リッド車、プラグインハイブリッド車とか、環境に配慮した電気で走る車っていうのは非常

に普及しだしていて、その自動車が走るには当然その充電スタンドが必要だということで、

この普及っていうのが――これが武雄の物産館にある急速充電器なんですけれども、こうい

った形でですね、非常にこの設置が今進んでいる。各自治体でも進んでいる。 

この背景としまして、2010 年に経済産業省が大きな目標を、政府普及目標というのを出さ

れております。上の黄色の部分だけ見ていただけるといいんですけれども、従来車と次世代

車。次世代車っていうのが、もう下に書いてあるハイブリッドとか電気自動車、燃料自動車、

クリーンディーゼル車、これをまとめた数字なんですけれども、2030 年までに 50％以上、要

は半分以上、次世代車に置きかえるといいますか、そういう目標を掲げられて、これを実現

するためにですね、非常に今補助金を含めた支援体制っていうのが充実しております。これ

には国だけではなくてですね、やはりメーカーのほうも非常に力を入れておりまして、国そ

してメーカーそれぞれに補助金制度があるという今状況で、これを利用してですね、各自治

体が物すごいこれを活用して、要はまちづくりといいますか、取り組んでいるそういう状況
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があります。 

例えば観光振興としてですね、群馬県の伊香保温泉というところがエコ温泉先進地ってい

う宣言をして、電気スタンドをこう、旅館とかですね公共施設とかに配置してイメージアッ

プに取り組んでらっしゃる。それと熊本県の阿蘇市のほうではですね、広大な自然の中を環

境に優しいＥＶで走りましょうということで、充電の心配をせずにですね、ドライブしても

らえるような環境づくりに今取り組んでおられる。 

そしてもう一つですね、災害というキーワードから考えたときに、茨城県の水戸市のほう

で避難所に指定されている公民館などの５カ所でですね、ＥＶ、電気自動車による電源供給。

充電するんじゃなくて、いわゆるこう大きな停電とかの災害が起きたときに、避難所に対し

て車から電力供給すると。そういう体制を今つくろうとされています。ライフラインとして

のＥＶ充電器整備ということで取り組んでおられると。そういう意味でですね、災害時の電

源の供給源としてもこういう電気自動車が注目され始めているという状況がございます。 

そういった中でですね、この国の補助制度は一旦今年の２月で一旦終わったんですけど、

また１年延長されております。来年の２月まで延長されております。この普及をさせたい背

景っていうのは、メーカーがその充電方式がチャデモ方式とコンボ方式ですかね。日本車が

チャデモ方式ということで、そういう国際規格の標準化という意味で主導権を握りたいとい

うことで、メーカーがもう非常に今力を入れている。 

そういう状況の中でですね、さっき御紹介した災害時の電源供給等も考え合わせたときに、

またクリーンな町のイメージ、まあイメージアップにもつながるということで、今補助制度

が充実しているうちにですね、まあ例えば図書館とか公民館または山内北方の支所等、人が

集まりそうなところに設置を武雄でも取り組むべきではないかという御提案ですけれども、

これについて見解をお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

あれですよね、充電器。 

〔３番「充電設備ですね、はい」〕 

２、３日前のＮＨＫのニュースを中心として、この、何でこう進まないのかと。要するに、

今のこの次世代の電気自動車。まあ次世代もいろんな定義があるんですけど、電気自動車だ

けに考えたときに全体の車のまだ１％か２％なんですよね、普及率が。それでなぜかという

と、公式に 200 キロしか走らない。公式に。しかも実際走ってる人聞くと 120、30 キロでも

うとまってしまうということ。それとなおかつ、その充電器があったにしても急速充電とい

ってもやっぱり時間がかかると。皆さんガソリンになれているわけですよね。ガソリンに慣

れていて、それが例えば数秒で終わったらね普及するかもしれませんけど、今の技術だとそ
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の電源を急速充電するにしても、やっぱり最低でも私が聞いたところやっぱり 15 分とか 20

分とかかかってしまうと。これが非常に精神的に、大したことないじゃないかって思うじゃ

ないですか 10 分、15 分だったら。だけどガソリンスタンドに慣れすぎてね、セルフとかに

ね、そこが壁になるんじゃないかなっていうふうにこう思っていて。 

最近、テスラモーターズの、イーロン・マスクのテスラモーターズが初めて日本に来て、

それは今度セダンが来たんですけど、これ 500 キロ走るんですね、１回の充電で。（「テスラ

最高」と呼ぶ者あり）え？（「テスラすごい」と呼ぶ者あり）なんか一部こう会話を。（笑い

声）はい、ですのでテスラが、ただ高いんですね。公式に、まあ牟田議員が詳しいと思いま

すけれども、800 万するのが経産省等の補助金で 700 万まで下がるといっても、800 万も 700

万も変わらんですもんね。まあ 200 万が 100 万だったら大分変わりますけれど。 

そういうことで、その普及も卵が先か鶏が先かというのはあるんですけれども、今のまん

まで、先ほど議員がおっしゃたように規格が違うところでね、その充電器を用意しても、じ

ゃあそれで普及が進むかっていうことについてはちょっと疑問だなあと思っていますので、

ちょっとこれ、いろんなメーカーにぜひお願いをしたいのは、テスラ車がこう僕は一つの起

爆剤になると思うんですね、こう 500 キロ走るというのは。だから長く走る――１回の充電

が多尐時間がかかってもね、長く走るということについて、それはぜひそういう方向でこう

進めていただきたいと。 

それとちょっと長くなりましたけれども、私もハイブリッドに乗ってるんですね。もう見

たらハイブリッドばっかりですもんね今。プリウスとかアクアとか。ですのでそれを考えた

ときに、むしろ今の段階だとなんかそっちのほうを支援したほうがいいんじゃないかなと。 

要するに、普及しないものを無理やりこじあける、こうぐりぐりこじあけるよりはね、普

及しつつあるものを後押しをするといったほうが、恐らくその社会的に見た場合に、大きな

社会的な便益を見た場合に、そっちのほうが高いんじゃないかなという気もしています。 

いずれにしても、これもぜひまた引き続き、すぐには結論出る話じゃないんで議論させて

いただければなあというふうに思っております。問題認識は一緒ですので、よろしくお願い

したいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

３番朝長議員 

○３番（朝長 勇君）〔登壇〕 

私もですね、電気自動車、やっぱり自分が買うかどうかって考えたときに、非常にやっぱ

り頼りないイメージを……（笑い声）持っておって、やっぱり航続距離の問題。（笑い声）大

丈夫なのかなって、どうしても二の足を踏むところがあるんですけれども、（笑い声）一つこ

こで提案させてもらったっていうのは、その、国の補助制度が非常に充実していて、これが

普及していくともう補助制度は多分なくなるだろうと。今の補助制度、国の補助とメーカー
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の補助を使えばですね、ほとんど消費税程度の負担でできるという、もしやるんだったらも

う今がチャンスだという気持ちでですね、メーカー、国も充電スタンドを普及することによ

って車の普及を促すという発想で、まあ鶏が先か卵が先かっていう話なんですけれども、そ

ういう安心して乗れる環境づくりをすれば普及するだろうという見込み、多分そういうもく

ろみでやってると思うんですよね。 

実際その今ちょっとパネルに出している日産のリーフが世界で 10 万台を越えたと。これ

は去年やったですかね。それで電気自動車としては、まあ世界で１番売れてると。日本国内

でも３万台程度。販売台数が加速度的に、こうふえているような今雰囲気があって、そうい

う状況と国の補助制度、メーカーの補助制度がいつまであるかわからないというのを考えた

ときにですね、まあ何カ所かでも消費税程度の負担で済むのであればという思いで、取り入

れさせていただきましたけれどもどうでしょう。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

確かに消費税程度って聞くと安いなあと思うんですよね。例えば 100 円で買って消費税っ

ていうと８円じゃないですか、今だと。これ 500 万かかるんですよ。そうすると 500 万の消

費税８％っていうのは 40 万かかるわけですよね。したがって、これは私とすればその消費税

っていったら聞こえは確かにいいんだけれども、もともとの額がでかいんで、そういう意味

だとちょっとそこが厳しいのかなあっていう気がします。 

いずれにしてもね、これさっき副市長がぶつぶつ言ってましたけれども、これ家庭で今の、

あの、コンセントに気軽にこう差し込んでいけるっていうことになったら、それは多分爆発

的に進むだろうと。今でも家庭でもできなくはないんですよ、すごい工事をすれば。ですが

その工事も、簡易工事でできるようになったときに進むだろうと。だから尐しちょっと私と

しては、この、様子をちょっと見守りたいなあと。 

要するにあのさっきの起業と同じなんですけれども、伸びるぞっていったときに、がんっ

て支援したほうが結果的にやっぱり伸びるんですね。だから伸びるかどうかわかんないだろ

うというところに片足を突っ込むっていうことになると、それ場合によっては棺桶に片足突

っ込むのと一緒になるんですよ。しかもその投入っていうのは市民の税金ですので、そこは

慎重にしなきゃいけないと。 

私の座右の銘は慎重でありますので……（笑い声）そこはよろしくお願いしたいと思いま

す。 

○議長（杉原豊喜君） 

３番朝長議員 

○３番（朝長 勇君）〔登壇〕 
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これもですね、この補助制度がですね、ずっともうしばらく様子を見よういうぐらいまで

こう延長されてくれればなあと私も思っております。 

これですね、あのちょっとまあ充電スタンドについては、ちょっとあのやるという方向に

はいかなかったですけれども、今おっしゃったそのハイブリッド車についてはですね、既に

かなりもう普及しているということで……（発言する者あり）あれがコンセントを使えば、

電子レンジぐらいの電気製品を使えるということで、あれを災害時、もう大停電とか起きた

ときのためにですね、要はだれがこう――ハイブリッド車を持っている方で、大きな災害等

があったときに協力してくれそうな方を、データベースとして持っておくと、非常になんか

使い勝手がいいのではないかなあと。 

例えば被災してない人が被災したところに車持ってきて、電気を供給して電力が復旧する

までしのぐとか。今生活っていうのが非常に電気に頼っている。電気がないと非常に不便な

生活を強いられるということで、そういう……（発言する者あり）ハイブリッド車を持って

いて、かつその市の災害時とかに協力的な姿勢を示してくれる人がどれくらいいるか。そう

いうのを把握しておくっていうことは、今後なんかあったときに役立つのではないかと考え

るんですけれども、これについていかがでしょう。 

○議長（杉原豊喜君） 

松尾政策部長 

○松尾政策部長〔登壇〕 

おはようございます。 

ハイブリッド車に限らずいろんな電気自動車がありますけども、その種類によっていろん

な使い方が違ってるというふうに聞いております。ハイブリッド車に関しましてはプラグを

差し込めばすぐ使えるというものですけども、例えば市役所では電気関係の自動車が５台ご

ざいますけども、そういうものが１台という状況になっております。 

いろんな形で使い道が違いますし、そのための変換器が要るといった種類のものもあるよ

うでございまして、金額もかなりするということで災害時にそういうものを活用するという

ところまでまだ計画といいますか、考えが至っていないというふうな状況でございます。 

市内の普及についてもまだまだの状況でございますので、データベース化するといったと

ころまではまだ至ってないということでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

３番朝長議員 

○３番（朝長 勇君）〔登壇〕 

まだ今の時点では具体的にそういうそこまでは動いてないっていうことですけれども、今

言った今後の動きとしてですね、電気自動車の普及状況とかハイブリッド車の、例えば性能

向上とかですね、そういうのがもっともっと進んでくればもっと使い勝手もふえていくのか
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なと。やっぱり災害等いざというときに電源として車を使うと。そういった考え方をですね、

今後まあ状況を見ながらやっていってほしいなと思います。 

それでは次の質問に入ります。 

システム開発部門の設置についてということで上げさせていただいております。 

まずはですね、先日、唐津、伊万里等のＩＣＴ連携ということで、ＩＣＴの活用に関する

連携協定を締結ということでニュースにもなりましたけれども、これについてもう尐し具体

的なところがわかれば、今の時点でどんな内容になっているのかっていうのをお尋ねしたい

と思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

この３市の協定は唐津市長、坂五唐津市長から呼びかけがあって、伊万里市、武雄市と近

隣の市が提携を結んだっていうことで、まあこれ佐賀新聞にも書いてあったと思うんですけ

れどもそういう運びになったんですね。 

これ坂五市長がその会見の場でおっしゃってたんですが、それぞれ自治体には強みがある

と。例えば唐津でしたら――そのまあ、これ私たちもそうなんですけども総務省のＩＣＴ事

業に認定をされてるんですね。今唐津は、例えば行政全体のＩＣＴ化を物すごく進められて

いると。 

これ私も報告を伺いましたけど、これはすごいなと思いました。伊万里は伊万里で例えば

伊万里梨であったりとか、農業にこれからＩＣＴを思いっきり使っていきたいということ。 

それで武雄の場合は、まあ今教育長、代田教育監が中心になってやってますけれども、教

育のＩＣＴ。それぞれその強みがあると、それを共有しようじゃないかと。だから１つの市

がやるよりは最初から共有をしといて――だから我々のその弱みっていうのは、例えば行政

のＩＣＴ化はちょっとやっぱり弱いんですね、まだ。ですのでそれぞれの強みを生かして、

持ち寄って、共有化しようっていうのがこの３市の協定なんです。 

ですので、じゃあ全部でやりゃあいいじゃないかっていう話もあったんですけど、そうす

ると遅くなるんですよね。 

いちいちこう了解とらないといけないし、まあ仲のいい市とか悪い市とかいっぱいあるん

で、それは非常に厳しいということでしたので、まず我々あの――非常にこの３市長は物す

ごく仲がいいんですよ。プライベートでもいろんな交流があるんで。まずその気心の知れた

首長からやろうということなんですね。 

行く行くは、これ多分、今問い合わせが来てるみたいですけれども、３市が４市になって

まあ町が入ったりとかっていうふうになると思うんで、それは積極的に来るもの拒まず、去

る者追うというので進めてまいりたいなあと思っています。 
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もうありましたけど部会がありまして、教育部会がもう開かれています。そういう意味で、

例えば農業部会だったりとか、観光部会だったりとか、それぞれの部会に担当者の皆さんた

ちが集まって、具体的にこれをやっていこうっていう話になっていこうかなあっていうふう

に思っております。 

いずれにしても武雄市としては、今スマイル学習がこれ全国的に注目をされています。そ

の中で、そうはいってもその佐賀県でそれを担っていただくのは、やっぱり教職員の皆さん

たちなんですね。 

教職員の皆さんたちっていうのは、御存じのとおりこれ市の採用じゃないんですよ。市と

か町の採用じゃなくて県の職員さんなんですね。ですのでそういう意味でいうと、武雄市か

ら広まったこのスマイル学習がいろんなとこに広がることによって、教職員の先生たちの負

担も減るんではないかなというように思っています。 

いずれにしてもこれはまだ始まったばかりですけれども、３市の連携をＩＣＴの部門から

共有化をして強めて広めていくというのが今回の協定の中身であります。 

○議長（杉原豊喜君） 

３番朝長議員 

○３番（朝長 勇君）〔登壇〕 

三人寄れば文殊の知恵ではないですけれども、やはりそれぞれの強みを生かしてお互い有

効に利用し合うっていうか、言葉は悪いかもしれんですけども、強みを生かしながらお互い

をですね、レベルアップしていくような取り組みなのかなと、今お話を伺っておりました。 

どちらにしてもですね、これからそのＩＣＴではコンピュータ、何かをするにはやはりシ

ステムの開発っていうのがずっと伴ってくるとは思うんですけれども、今武雄のほうでは小

学生にプログラミング教育をやるという取り組みをされておりますけれども、これがやはり

以前言われていた、ゲームで遊ぶんではなくてゲームをつくる側になると。これによって論

理的な思考を身につけさせるというような狙いが言われてたかと思うんですけれども、この

庁内のシステム、行政のシステムに関してもですね、同じような発想を持ち込むことができ

るのではないかっていうのが、今回の質問の肝といいますか背景にあります。 

というのはですね、実は私がもうかなり前、もう 20 年ぐらい前になるんですけれども、

コンピュータ会社に勤めていまして、ソフト開発を実際自分がやっていた経験があります。

でもそのころからするともう飛躍的に技術が向上して、全然私が知っている知識など通用し

ない状況にもうなってるんですけれども、システム開発の基本っていうのはやはり変わらな

い。基本っていうのは何かっていうたらですね、やはりシステムを開発するからには、こう

いうものをつくりたいっていうまず基本的な構想があって、それを基本的には設計に落とし

込むと。そこから具体的に、ああいう場合こういう場合と条件分岐をさせて、詳細設計をや

っていく。いわゆるプログラムの仕様書をつくると。そこからプログラミング、具体的にパ
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ソコンに打ち込んだりしてですね、私がやってるときは、ほとんどもうマウスもあんまりな

いような状況でですね、全部こうキーボードで打ちこむ開発だったんですけど、今は非常に

身近になっているといいますかですね、小学校でもやれるような。 

そういう意味で私が 20 年前やってたころは、システム開発というと専門の会社に頼むの

が当たり前と、丸投げするのが当たり前であったわけですけれども。 

今こういうプログラミングっていうのが非常に身近になってきた状況でですね、プログラ

ム開発の段階でいうと詳細設計、実際プログラムを打ち込む、その打ち込む組み込むところ

自体をやるかどうかっていうのはちょっと置いておいてですね、詳細設計までやれるとかな

りのコストダウンにつながると。 

今窓口業務のワンストップ化等、取り組むためにですね、手順書を作成されてるかと思い

ますけれども、これはそのままプログラムの設計書になるわけですよね、システム化しよう

とした場合。そこまでできたら、後は簡単っていうかもう仕様書をそのままプログラムにす

るだけなので、これはもう小さい中小のコンピュータ会社ができる仕事になってきます。 

そういう取り組みをされているのが――長崎県庁が、これはもう平成 14 年ぐらいから取

り組まれているんですけれども、ちょっと規模が県庁なので違うんですけれども、長崎ＩＴ

モデルっていうのをつくってらっしゃって、まず最初はスキルがないので、民間と連携しな

がら専門技術を持った職員を庁舎内で育成すると。 

そして詳細仕様書まで職員がつくって、予算に合わせてできる分だけ発注していくという

ことによって、かなりコストダウンとあわせて効果としてはですね、やっぱり実際に業務に

当たる職員が設計をするので非常に使い勝手がよいシステムが仕上がるということと、そこ

の詳細仕様までつくってあるので、分割して小さい単位での発注が可能ということで地場の

ＩＴ企業の活用につながると。 

長崎県庁の場合はですね、平成 14 年から 21 年の間にシステム開発の発注額全体の、最初

は 47．9％が地場のＩＴであとは大手だったんですけれども、平成 21 年にはもう 95％以上を

地元のＩＴ企業に発注することができるようになって、その結果システム開発、運用、維持

経費が６億程度かかっていたのが４億 5,000 万程度まで削減されております。 

武雄についてはですね、広域圏で電算センターもあるということでそのままこの考えが適

用できるとは、こう簡単にはならないと思いますけれども、やっぱり武雄独自のシステムっ

ていうか、いろんなところで業務で使われてると思うんですよ。そういったシステムのちょ

っとした機能拡張とか、変更っていうのも自前でできるようになれば、今後どんどんまだま

だ新しいシステムの導入等も進んでいくと思いますので、それをわかるという、自分で多尐

の変更等ができるぐらいのスキルを持った職員がおればですね、かなりのコスト削減につな

がるのではないかと考えますけど、これについて見解をお伺いします。 

○議長（杉原豊喜君） 
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平川つながる部長 

○平川つながる部長〔登壇〕 

現在のところ、ＩＴの専門家の職員の集団をつくるというような考えは持ち合わせてない

ということであります。 

議員のほうから御指摘ありましたように、既に広域圏を活用させてたいだいていると。特

に基幹系といわれる住民基本台帳あるいは国保、それから税、こういった柱になりますシス

テムについては、既に 26 年度１月からクラウド化をさせていただいておりまして、このシス

テムについては伊万里市のほうも同じシステムを利用していただいているということで、ク

ラウド化によります将来的なコスト減、それから共同化、これに伴いますコスト減、これに

ついてはかなり実現ができているというふうに考えております。 

長崎県の場合は人口が 138 万人という大きな県でございまして、そこで開発することによ

って長崎県はそのプログラムを公開し、先ほどおっしゃったようなコスト減ということにつ

ながってるのではないかというふうに考えておりますが、広域圏 16 万の人口でありますので、

現在広域圏のほうでプロパー職員も２名おりますし、その中でクラウド化あるいは簡易なも

のについてはですね、広域圏自身でソフトの修正等も行わせていただいている状況がありま

すので、現時点で武雄市単独でそのＩＴの専門の職員を雇用し、あるいはそういうチームを

つくるというような計画はないということでございます。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに。３番朝長議員 

○３番（朝長 勇君）〔登壇〕 

今のところ単独でっていうことで、まあちょっと予定がないということですけども、やっ

ぱり最初あったその３市連携等ですね、いろんな、協働することによってコストダウン等も

考えられるのなと思っております。これについては私ももう尐し詰めて、まあやはり、やる

からにはコスト削減効果というのをですね、具体的にもう尐し詰めてやっていかないといけ

ないと思いますので、これについては私としてもですね、今後の検討課題としておきたいと

思います。 

それでは最後の質問に入ります。学童保育での社会教育についてということですけれども、

きのう山口裕子議員さんの質問の中でも、学童保育の問題点と非常に今後のあり方や地域の

連携などの議論があってたんですけれども。まずはですね、地域で子どもを育てていくとい

うそういう意識を広げると、みんなにかかわってもらうということを、そういう下地づくり

をしていく必要があるのかなと感じております。 

そういった中で学童保育、せっかく子どもたちが集まっている場があるということで、そ

ういう場を社会教育とかに活用していって、例えば老人会の人とか婦人会の方と子どもの接

点をこうつくっていくような取り組みがあればいいなと思うんですけど、現状そういった取
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り組みが行われているのかどうかっていうのをまずお聞きします。 

○議長（杉原豊喜君） 

諸岡こども部長 

○諸岡こども部長〔登壇〕 

（モニター使用）おはようございます。児童クラブにおけるボランティアの活動でござい

ますけども、市内 13 クラブございますが、その中のいくつかで行っているところでございま

す。いくつか御紹介いたしますけども、朝日児童クラブにおきましては読み聞かせですね。

きらきらという形で月に１回。それから武雄市の児童クラブでございますけども、武雄市の

子育て支援ボランティアたけのこ忚援隊、これは月１回の活動。それから風の子クラブ。こ

れは山内東でございますけども、囲碁教室、これが毎週水曜日ということであります。 

今モニターに御紹介してますのは囲碁教室の模様でございまして、ここについては非常に

成績が優秀で、先般、夏休みでございますけども、全国大会のほうに出場されました。この

モニターにつきましては支援センターが取り組んだ分でございますけど、夏休みに楽積み木

を使った体験活動ということで、各児童クラブのほうで行ったということで御紹介をさせて

いただきます。 

○議長（杉原豊喜君） 

３番朝長議員 

○３番（朝長 勇君）〔登壇〕 

今の時点ではですね、いろいろ取り組みが行われていることで、こういう地域との触れ合

い等が広がっていけばいいなと私も感じております。 

そういった中でですね、これはちょっと福岡の事例になるんですけど、福岡市なんですけ

れども、学童保育の場を利用してＮＰＯ法人が主体となってですね、偉人伝の講座等をやっ

てらっしゃる。これがまあ夏休みにやってらっしゃるんですけれども、こういった活動も武

雄で広げていければいいなと。私もちょっとかかわらせてもらっているのもありましてです

ね、こういう、そして今のやっぱり子どもたちなかなか、昔日本にどういう人がいたのかっ

てなかなか知らない。昔はお母さんたちが結構子どもに子守唄代わりみたいな感じでですね、

話して聞かせてたっていうようなのも年配の方からよく聞きます。 

そういった役割をですね、果たしていくっていうような意味も込めて、またいろんな方々

がですね、こういった子どもの教育に関心を持つという意味も込めて、こういう取り組みも

やっていきたいなと、そうやって広げていければなと思っていますけれども、これについて

見解をお伺いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

諸岡こども部長 

○諸岡こども部長〔登壇〕 
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地域の方々と子どもたちの触れ合い、もうほんとに大事なことであるというふうに考えて

おります。子どもたちの健全育成を図る上からも非常に大事なことでございまして、活動に

ついては大変感謝をしているところでございます。今後も地域の皆様方のご協力、あるいは

御理解をいただきながら、議員さんのお力もぜひお借りをしながら、充実した児童クラブを

図っていきたいというふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

３番朝長議員 

○３番（朝長 勇君）〔登壇〕 

こういったいろんな取り組みを通じてですね、やはり社会で、地域で子どもを育てるとい

う意識がどんどん高まってきて、今学童保育が抱えているいろんな問題が、発展的に解消し

ていくような方向に向かえばいいなと私も考えております。そういう意味でそう私は私でで

きることを取り組んでいきたいと考えております。 

それでは私の質問はこれで終わらせていただきます。 

○議長（杉原豊喜君） 

以上で、３番朝長議員の質問を終了させていただきます。 

ここでモニターの準備のため５分程度休憩をいたします。 

休   憩    ９時49分 

再   開    ９時56分 

○議長（杉原豊喜君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

次に、２番猪村議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

（全般モニター使用）皆様おはようございます。猪村利恵子、議長の許可をいただきまし

て２回目の一般質問をさせていただきます。 

冒頭に広島のこの甚大な被害に遭われました方に、尊い命たくさん奪われましたこと、心

より御冥福をお祈りいたしたいというふうに思っております。 

最初に、ちょうど今モニターで映っているのは、最後に説明というかですね、お話をした

いと思います。 

小さかったですね、すみません。（笑い声） 

きょうはですね、その赤いのはですねレイアウトでもうついていたもので、何かこうごみ

のごたっとのついとう……（発言する者あり）そういうとじゃありませんので。 

きょうは私も、もう先輩議員さんたちが１日目より質問されておりました防災について最

初に質問をさせていただきます。それから市長の公約について、３期目の公約について３つ
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質問をいたしたいというふうに思っております。よろしくお願いいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

質問、自席、ここでしていく。 

〔２番「いえ、もう向こうで」〕 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

防災対策について最初に六角川の調整池について質問をさせていただきます。６月議会の

一般質問においてですね、質問をいたしまして、このところですね、ここの進捗状況、これ

をまず最初にお尋ねいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

森まちづくり部長 

○森まちづくり部長〔登壇〕 

おはようございます。六角川の調整池の進捗状況ということですけれども、現在昨年に引

き続きまして事業化できるかできないかということで、判断の資料とするために採石場に隣

接する六角川付近の現地の測量とか調査が今現在なされております。 

市としましても、大変有効な事業だと考えておりますのでなんとか事業化に向けて推進を

していきたいというふうに考えているところであります。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

これはあえて質問をさせていただいたのはですね、これ水害で北方の掛橋の踏切付近ここ

がですね、これはもう７月３日ですけれども、もうこのような状況にいつも陥るわけです。

ここも踏切のところの線路ですね。ここは新幹線のフリーゲージ、こういうふうな状態で、

果たして新幹線が大丈夫かなというようなところも心配もございますが、こういうふうに常

に水害に遭ってしまう。そしてここから数百メートルいったところはもう北方小学校でござ

います。そして幼稚園もございます。もう区長さんはですね、区長さん、それから区議員さ

ん、もういつもいつもここを見守っていただいております。 

この６月議会のときも申し上げましたけれども、広田川ですね、きのう鉄好議員さんもお

っしゃいましたけれども（「鉄好議員さん」と呼ぶ者あり）この広田川の、うちは広田川のこ

の水害、これが六角川の水位が 60 センチ下がると、その調整池、そこが完成して六角川の水

位が 60 センチ下がると、ここにポンプをつけていただけるというようなお話をいたただいて

おります。そしたら緩和ができるというようなところがございまして、なんとかこういう状

況を打破していきたいというふうに思って再度質問をさせていただきました。どうぞよろし

くお願いいたします。 
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それでは続いて防災無線についてお尋ねをいたします。 

この防災無線については、１日目よりほかの議員さんたちもたくさん質問をされました。

私のところにもですね、なかなか放送が聞こえないというような問い合わせがたくさんあっ

ております。重複いたしますがこのことについて御回答をお願いいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

松尾政策部長 

○松尾政策部長〔登壇〕 

防災行政無線につきましては昨日も御答弁申し上げましたけども、災害情報、災害時の情

報提供に当たって防災行政無線システムを使っているわけですけれども、やはりこのシステ

ムだけではどうしても 100％というわけには無理があるというふうに思っております。 

その補完的な方法として、きのうも申し上げましたけれども、ケーブルテレビでの画面で

の情報を見るとかあるいは電話案内サービスをしておりますので、あるいはそのほかいろん

な形での方法を、多様な方法を活用するといったことで、きのうも申し上げたところでござ

います。情報伝達の空白地域があってはいけないというふうに申し上げましたけども、これ

は個人についても同様のことだと思います。 

そういうことで、どうしても情報が届かないといった方については、丁寧に事細かに対策

がないかということで検討してまいりたいと思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

ありがとうございます。 

政策部長様におかれましてはですね、何回も何回もですね、お答えをいただきまして非常

に申しわけなく思っております。きめ細やかな対策を確実にとっていただきますようお願い

いたします。 

それからですね、私のところにまた障がいを持った方の、防災無線が届かないと、もちろ

んですよね、お耳の遠い方それから視覚に障がいをお持ちの方いろんな方がいらっしゃいま

す。そういった障がいをお持ちの方の防災、そういった形の支援、それを市はどのようにな

さっているでしょうかお尋ねいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

松尾政策部長 

○松尾政策部長〔登壇〕 

特に災害時、いろんな情報をお伝えするという場合において、例えば聴覚に障がいをお持

ちの方あるいは高齢で耳が遠くなられたといった方については、文字による情報提供が必要

かと思います。あるいはなんていうんですかね、音声による情報提供がいいといった方、い
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ろんな方がいらっしゃると思います。 

そういうことで先ほども申し上げましたように、例えば聴覚に障がいをお持ちの方に当た

りましては文字情報が必要ですので、きのうも申し上げましたように、なんか異常を感じら

れたらまずケーブルテレビをごらんいただくとか、あるいはパソコンとか携帯、スマートフ

ォンをお持ちであったらそういった形ですぐ見ていただくと。あるいは防災メールとかそう

いった緊急を告げる手段がございますので、そういったところに登録をしていただくと。 

そういった形でいろんな方法がありますので、そういう個別にこういう方法がありますよ

と、こうすれば良いですよといった形で事細かに丁寧にやっていくということが必要じゃな

いかなというふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

障がいをお持ちの方の対策、なかなか進んでいないような感じがいたします。防災は安全

安心課さんだけではなくてですね、各課を挙げて防災に取り組んでいただきたいというふう

に思っておりますが、市長の御見解いかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

僕はね、それは半分間違いだと思いますよ。行政にその頼るっていうことが過度になると、

やっぱり、これはよくある話なんですけど、指示待ちになっちゃうんですね。 

あくまでもその身の危険っていうのは、やっぱりこう御自身が障がいをお持ちであっても

ね、それはやっぱりアンテナ高くして、例えばきょうであったら、ＮＨＫの朝のおはよう日

本ですよね。もうずっとあれですもんね、石狩地方の特別警報のをしてましたよね。ですの

で絶えずやはりアンテナを日ごろから高く、関係ないところであってもね高くしておいて、

その自分がこうなったときにどうしようかっていうことを、想像力の翼を、（笑い声）花子と

アンですよ。 

〔２番「広げて」〕 

うん広げて、すぐなんか、頭じゃなくて体がすぐ動くように。 

ただそうはいってもなかなか自分では、例えば先ほど部長が答弁したように、御高齢者の

方とかねっていうのは厳しい。そういったときっていうのは、次は地域なんですよ。向こう

隣、両三軒でしたっけ。（「向こう三軒」と呼ぶ者あり）向こう三軒両隣でしたっけね、向こ

う三軒両隣って。ですので日ごろの平時のときからね、絶えず、あ、あそこのお母さんはち

ょっと今足の弱あなっとさあもんねとかっていうのをやっぱ絶えずね、まあお茶講でもいい

ですし、三夜待でもよかけんですね、そういうところからやっぱり、常日ごろから醸成する
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ということが大事だと思うんですね。 

じゃあ行政が何もしないかっていうとそんなことないです。やっぱりずっとこの４日間の

答弁、御質問を聞いてまして、やはり防災無線の不備っていうのがもうかなりやっぱり明ら

かになってきましたので、そこは何らかの対策を打ちます。打って、例えば戸別受信機であ

ったりとかね、どうしても目が不自由な方であったりとか、御高齢者でおひとりでね、お住

まいであるとか、例えば、お家の奥がちょっと山がこうあったりとかねっていった方々に対

しては、その設置に向けてその制度をちょっと考えたいというふうに思っています。 

これは一般質問で４日間ずっと伺ってまして、それは痛感をしています。 

いずれにしても、自助、共助、公助、これ、これはやっぱり順番もその順番なんですよ。

ですのできょう木の元からも区長さんが見えられてますけれどもね、そういうふうに区長さ

んの果たす役割っていうのも極めて大きいというふうにも思っていますので、行政としても

そういった問題をこう喚起するように常日ごろからしてまいりたいと、このように考えてお

ります。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

ありがとうございます。ちょっと先にですね、市長さんに私が次に言おうとしたことをも

う言われてしまいまして（笑い声）先にですね。困ったというふうに思っておりますが、自

助、共助、公助、本当にそうです。 

市長さん、１日目にですね、もう私がきょうお話したいことをですね、ばしっとおっしゃ

いました。さすがだなというふうに（笑い声）思いました。私も全く同感でですね、自主防

災意識は、やっぱり自分の身は自分で守るというふうなこう基本の基、そういうところはで

すね、ほんとに大事だというふうに思っております。 

そして各課連携して防災に、平時にそういう防災をしっかり整えて、そして意識づくり。

これは本当に大事だというふうに思っております。それは区長さん、それから地域の区議員

さん方々ですね、その方たちを中心にですね、防災意識の徹底、それからきめ細やかな、例

えば先ほど市長さんがおっしゃったひとり暮らしの御高齢の方がここにいらっしゃるから、

その方はじゃあ区長さんが先に声をかけよう、それからこちらの赤ちゃんがいらっしゃると

ころは婦人会の方にお願いしよう、そういうきめ細やかな防災意識、そういうこと。 

（資料を示す）それからハザードマップにしてもですね、こういうのをこう今市のほうで

つくっていただいております。こういうのもこれを渡されてですね、こうしてこうじっくり

見る人は、そういらっしゃらないんじゃないかなと。すべて理解をする方はですね。 

それよりも自分たちで地域、それから小さい班単位、家族、班、区、町、市と自分たちの

地域をしっかり、例えばお子さんと一緒に見るとか、見て探すとか、そしてハザードマップ
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を自分たちの区で、班で危険なところを見に行って、そしてつくってそれを区で共有する、

町で共有する、市で共有する、そういうことが大変必要なんじゃないかなというふうに思わ

れますが、部長いかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

松尾政策部長 

○松尾政策部長〔登壇〕 

議員さん紹介いただきましたマップにつきましては、平成 22 年につくりまして全戸配布

をさせていただいておりますけども、おっしゃいますように、なかなか日ごろから見ないと

いうところはあるかと思います。 

先日御答弁させていただきましたように、武内町におきまして県のほうで土砂災害警戒区

域という指定がございました。マップもそのときいただきました。それをもとにして武内町

の各区、小さいレベルで、区長さんなり、区の役員さんなり、消防団、婦人会、集まってい

ただいて、自分の地域の状況がどうなのか、どこに逃げればいいのか、どこを通って逃げれ

ばいいのか、ここは危ないとかですね、そういったことを地域の状況を出していただきなが

らそこそこのマップをつくらせていただいて、その分を各家庭に配布をしたところでござい

ます。 

そういった形で、自分のところは自分でという形でつくっていくのが一番大事なことだろ

うと思いますので、そういうものを自治公民館なり、各家庭で貼っておくと、日ごろから認

識しておくということが大事だろうと思いますので、今後全市にそういう形で広げていきた

いというふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

ありがとうございます。ぜひ家庭それから班、区、町、市ときめ細やかな防災体制がとら

れますよう、お願いいたします。 

内閣府の参与でもあられます京都大学の大学院教授の藤五先生が、防災はイメージするこ

と、一人一人がですねイメージすること、そしてそのイメージすることこそが防災の最強の

力だというふうなことをおっしゃっています。 

ぜひこのきめ細やかな防災体制、ぜひとっていただきますようお願いして、次の質問にま

いります。 

次、市長３期目の公約の、くらしを守る強い農業づくりというところで、鳥獣被害対策に

ついて質問をさせていただきます。 

地域でいろいろお話をさせていただく中で、非常に鳥獣、カラスやイノシシなどに作物の

被害、そういったものを大変こうむられている方がいらっしゃるという声を届けていただい
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ております。 

この鳥獣被害対策について、被害の状況などお知らせお願いいたします。（「猿もね」と呼

ぶ者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

山下営業部理事 

〔２番「すいません、猿は知らんやったです」〕（笑い声） 

静かに。 

○山下営業部理事〔登壇〕 

おはようございます有害鳥獣につきましては、各地域で一体となって取り組んでいただい

たことに心より感謝を申し上げます、ありがとうございます。 

カラスの被害でございますが、年々ふえておりまして昨年の 25 年のカラス被害は県内で

は 5,000 万ということで被害が出ております。 

武雄市におきましても大豆、麦、果樹、野菜の被害が出ておりまして、畜産におきまして

も被害が、家畜に傷がつけられるというふうな被害が出ております。 

カラスは都市におるカラスが、だいたいハシブトガラスでございまして、あの権兵衛が種

まきゃカラスがほじくるというカラスがですね、ハシボソガラスでございまして……（発言

する者あり）すいません。（笑い声）ということでございまして、被害の状況でございます。

モニターお願いします。 

（モニター使用）すいません、カラスによる被害状況でございます。これは麦でございま

して、赤の部分で示した部分がですね、これは穂がついていないということでございまして、

穂を摘み取っていくという被害でございます。中心部じゃなくて、田の周辺部に多く発生を

しております。これ詳細を見ればもう穂がないという状況でございます。 

次、ミカンでございますが、もう上のほうをかじると。ミカンを落下、また食い散らかす

という被害でございます。 

次がブドウでございます。ブドウは一忚袋をかけてありますけども、その中にあるブドウ

を上手に食べていくという状況でございます。（笑い声） 

家畜に対する被害でございますが、前のほうに傷がございますけども、これはいたずらで

はなくてですね、肉を直接食べに来ると……（笑い声）いうことでございまして、この傷つ

くことでですね、肉の価格に影響が出てくると（「佐賀牛」と呼ぶ者あり）いうことでござい

ました。 

以上でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 
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見てください、こがんですね、佐賀牛ば……（笑い声）食べに来てですね、もっとえぐら

れた写真もあってもう大変被害をこうむられていらっしゃいます。このカラス被害の対策に

ですね、橘町の鷹匠さん、石橋さんですね、この方が非常に貢献してくださると、してくだ

さっているというような話を聞いておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

山下営業部理事 

○山下営業部理事〔登壇〕 

（モニター使用）今御紹介いただきました、猛禽類を使った追い払いということで橘町の

石橋さんにお力を借りまして、追い払いを行っております。画像に映っているのが鷹匠の石

橋美里さんでございまして、手にとまっているのがハヤブサでございます。そしてカラスに

向けて飛ばしていくということになります。 

次はブドウ園の中でございますが、これワシミミズクという猛禽類でございまして、障害

物が多いあのブドウ園の中ではですね、低空で飛ぶことができるワシミミズクのほうが効果

があるということでございます。近くに猛禽類がいるというだけでですね、カラスが寄って

こないという抑止効果が発揮をできるということでございます。 

追い払いの活動状況でございますが、平成 25 年度に実施をいたしておりまして、その 25

年の７月から 26 年の２月まで延べで 165 日出動いただいております。約２万 5,000 羽のカラ

スの追い払いを実施していただいております。本年度も引き続いてお願いをしているところ

でございます。 

もう一つでございますが、カラスの捕獲用の箱罠がございます。これはですね、県庁の横

にあります元若楠会館というのがございましたけれども、そこに設置してあります箱罠でご

ざいまして、中に３羽から５羽のおとりのカラスを入れておくわけですけども、その中に呼

び込んでいくということで、かなりの、一遍に 10 匹とか 20 匹とか入るというような実績が

あるそうでございます。 

ちなみに製造費が 40 万円というようなことでお聞きしております。これから収穫時期に

なりますけども、カラスによる被害も出てくると思います。いのしし課のほうに御連絡をい

ただけたらということで考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

本当にこの鷹匠さんたちがですね、親子がですね、鷹匠の親子、石橋さんといいますけれ

ども、大変活躍をいただいております。 

これ私が撮ったんですけれども、これカラスですね。捕獲してこの鳴き声を聞かせてそし

てカラスの羽を散らばして、そして空にいるカラスに危ないぞということをカラスの声を聞
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かせて、カラスたちが逃げていくっていうようなところを目の当たりにしてですね、近所の

子どもたちが見に来てくれました。これが橘のご自宅の前に畑を開放して、そして飼われて

いたり、飛ばしたりされております。 

私、このお話をきいているとですね、大変皆様方も御存じのとおり、イベントとかでは、

市長さん、図書館の開館のときとかですね、そういうときにも来てくださっておりますが、

３日前か、中津市のイベントで行って、（資料を示す）そしてこの観光のパンフレットを持っ

ていってイベントに出ていたら、もう武雄市さんからきんさったとでしょ、来られたんでし

ょとかいうことで、これが、このパンフレットが 30 分もしないうちに、100 部あっという間

に持って行かれて、そして武雄温泉にも行きますというような声をたくさんいただいてびっ

くりしましたというふうに石橋さんがおっしゃっておられました。 

ぜひですね、このまれな鷹匠さん、こういう方が武雄市にいらっしゃる。ぜひこの猛禽類

の飼育、それから今ちょっと管理の状況が尐し务悪でございまして、数日前にはですね、ど

うもおかしい骨の折れ方がしているということで、病院につれて行ったら何かこう盗みに入

った人がですね、こう捕まえようとして折ったような形跡があるというようなこともお聞き

いたしまして、このように武雄市の観光のＰＲにも一役にも二役にも立っていただいている、

それから農作物の被害、そういうのにも貢献をしていただいているこの方たちのここをです

ね、武雄市の資源として、観光の資源として、視察の資源として、どうにかここに地域の方

が来られたり、そして子どもたちが来て生態系を勉強したり、地域の方々がこの猛禽類を見

学に来られたりする小屋を建てるような助成、そのようなことをお考えになっていただけな

いか質問いたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

北川営業部長 

○北川営業部長〔登壇〕 

鷹匠の石橋さんにつきましては、観光的な活躍、それから鳥獣被害について御協力をいた

だいているところでございます。 

観光につきましては、現状では楼門での新春披露や、各種観光関連イベントにも出演して

いただいております。特に娘さんの美里さんがもう高校生のときから話題に上っておりまし

て、全国でも非常に注目をされていらっしゃいます。そうしたことで全国メディアに出演を

されるときにはですね、その情報について市のメディア、市のフェイスブック等を通じてで

すね、情報発信をしていただいているところでございます。 

ただ現状はですね、そのイベントへの参加とか、あるいはその害鳥の排除の活動等でです

ね、非常に御多忙でございます。定期的に観光客を受け入れるというような場所とかについ

ても、なかなか十分確保できてないような状況もございますので、大々的に観光パンフ等で

ＰＲをしているという状況にはございません。 
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ただ今後、観光客の受け入れの体制等がですね、整うということでございましたら積極的

に活用をしていきたいというふうに考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

市長、このことについてどのようなお考えをしていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

これ確かにね、観光活用となると石橋さんにすごいやっぱり負担がかかるというのは先ほ

ど部長が申し上げたとおりなんですけど、ただ来年、楼門が 100 周年で、ことしの正月か去

年の正月かちょっと忘れましたけれど、石橋さんがお父さんとお見えになってね、楼門のと

ころから、あそこの蓬莱山からビュンってもう１秒かかんないぐらいでビュンてやってきて、

それはすごくやっぱり絵になったんですね。楼門と蓬莱山と鷹がビュンてこういってるとこ

ろとかね。 

だからそういう意味で 100 周年の記念事業にあわせて、何かできないかな、だから石橋美

里さんだけだとちょっとやっぱしんどいんで、ある程度、まあ全国にも鷹匠っていらっしゃ

いますので、集めた上でなんかそういうイベントができないかなと。だからこれ単独でやっ

てもね、ちょっとインパクトがやっぱり弱いんですね。ですので、せっかくの 100 周年の記

念事業になりますので、どこかのタイミングで絵になるようにできればいいなっていうふう

に思っています。 

そういった中でうまくその観光と鳥獣被害、有害鳥獣の被害っていうのが、なかなかこう

リンクできないんですけど、うまくちょっとバランスをとって。私の座右の銘がバランスで

すので、そういう中で進めてまいりたいとこのように考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

ありがとうございます。ぜひですね、こうやって活躍をしてくださってる、そして全国に

100 人ぐらい鷹匠さんと言われる方がいらっしゃるそうなんですけれども、その中でもこう

やって何種類もの猛禽類を扱われていらっしゃるのは、石橋さんたちだけです。非常にまあ

観光の資源、有力な人材としてですね、これからも市としても見守っていただきたいという

ふうに思っております。よろしくお願いいたします。 

それでは次ですけれども、イノシシの被害ですね。 

これも大変多く発生しておりまして、このワイヤーメッシュ、イノシシの被害ですね、こ
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れに対策を取るためにワイヤーメッシュ。ワイヤーメッシュというのが、３人ルールという

のがあって、その田んぼ、田畑ですね。３人以上の方々の田畑に補助をしますということだ

そうです。 

これがですね、３人の田畑はよかとですけれども、隣に１人でつくんよんさあ田畑のある

てすっき、ここには補助が出らんとですよ。こいはここの３人以上の田畑を守って、ここで

１人で一生懸命つくられてる高齢者の方、それから地域の方々の田んぼは守られない、これ

はちょっとどうかなと。 

それから 14 年間しっかり管理をしてくださいと。この 14 年間という年数ですね、これ一

体どのようなものかお尋ねいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

山下営業部理事 

○山下営業部理事〔登壇〕 

ワイヤーメッシュについては国の補助を受けまして、要望をいただいている区のほうへ貸

出をいたしております。 

今言われました、要件として受益者が３名以上という補助要件が定められております。 

では補助要件にならない分についてはですね、ため池等の農業用施設がございますけども、

そこについては区から申請をいただきまして、設置費用の補助を行っております。 

今御質問の補助対象、個人の分ですね。その３名以下になった場合の農地の保全というこ

とでございますけども、ワイヤーメッシュはイノシシの侵入防止に一番の効果を上げており

ます。まだ被害が発生をしてる状況でございますので、何らかの対忚が必要であるというふ

うに思っております。個人が設置する場合においての、その補助要件の見直しを伺いたいと

いうふうに考えてるところでござます。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

もう尐し具体的にちょっと言ってほしいですけれども、きのう白仁田の市政県政報告会で

稲富県議と猪村さんと私で行ったじゃないですか。そのときに区長さんからやっぱりそうい

ったね、もう切実な声をお聞きしましてね。やっぱりもう四角四面にこういった、まあこれ

行政だから仕方がない部分があるんですよ、３人ルールていうのがあって。 

だからそれを別に否定するわけじゃないんですが、そんときにやっぱりこういった問題が

ありますというのを、理事なり部長なり、僕が知らなきゃいけないということでそれは反省

してますよ、それは知らなかったんでね。 

そこで申し上げたのは、先ほど 100％出すていうのはあり得ないんですね。やっぱりこう

お一人でやっているとか、自分の田んぼですので。何で３人以上かっていうと、それはある
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意味じゃ公益になるから、広くなってね。 

ですので、そういう意味で 50％出すと。お一人でやっても 50％出すということで、きょ

う指示をしましたので、その方向でもう１回、制度設計をしてまいりたいと思います。 

したがって、１人で、今まで、出したとけとかっておらす方についてもそこも幅広に救済

をしようと思っていますので、やっぱり抜け道があったら、イノシシの抜け道があったらや

っぱりいけませんので、だからそこはきめ細かく丁寧にしていく必要があるだろうと。 

やっぱりこう私のキーワードは優しさですので、そういったことで進めてまいりたいとい

うふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

ありがとうございます。今ですね、お話を聞かれているイノシシに被害をこうむられてい

る方は、非常に喜ばれているというふうに思います。市長の力強いお言葉をいただきまして、

柔軟な対忚を早急にしていただけるということでございました。ありがとうございます。 

それでは次に入ります。次の質問にまいります。 

未来をつくる子育て、母親支援についてでございます。 

女性の活用については、６月議会でも質問をさせていただきました。ちょっと活用という

言葉に、私もちょっと難色を示すところがあるんですけれども、まあ女性の活躍ですね。こ

れを促進するためには、きのうも山口裕子議員さんが男女共同参画のことで質問をされまし

たけれども、安倍政権の成長戦略の１つ、女性の活躍、活用、女性が輝くまちづくり、１丁

目１番地の政策でございます。今度もしっかり、６月の骨太の方針でも打ち出されておりま

す。女性、若者を初めとする性別、年齢にかかわらず、意欲、個性や能力に忚じて活躍でき

る社会、制度、仕組みを構築していくというような言葉もございます。男女共同参画という

よりも、まあ男女、その性差を超えてともにやっていくと、そういう時代に来ている。それ

はなぜかというと、皆様も御存じのとおり、この人口減尐、超加速度的に世界に類を見ない

ような形で進んでいっている、超加速度的に進んでいる人口減尐。それから尐子高齢化の問

題がつきまとうものでございます。女性を初めとするすべての人々の活躍と、質の高い人材

の育成、これも掲げられております。市としての取り組み、これをお聞かせください、お願

いいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

平川つながる部長 

○平川つながる部長〔登壇〕 

市としての取り組みということでございます。 

大きな目安として、国のほうでは指導的な地位に占める女性の割合、これを 2020 年には
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30％という指標を出されております。 

市のこの行政のほうの組織の中にも、38 の審議会等がございまして、市といたしましても、

この女性の占める割合、これを 40％以上、これは平成 29 年度の目標で定めてるところでご

ざいます。この数値について 25 年度末では 29.4％という数値に達しております。 

市としましても女性の方々のこの審議会等への委員への御就任を、組織として推進をして

いるところでございまして、引き続き目標に向けまして努力をさせていただきたいというよ

うなことで、進めているところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

ありがとうございます。このことについては毎回毎回質問をしてまいりますが、きょうは

時間ももう１時間になりましたので、足早に進めていきたいというふうに思っておりますが、

この市役所の職員さんですね、この市の職員さん今年度平成 26 年度の採用が 15 人中８人が

女性であるというようなことを聞いております。それから現在 398 人中、職員さんがですね、

市の職員さん、137 名が女性と。約３割 34.4％の割合であるというふうな女性の職員さんで

すね。 

きのう山口裕子議員さんの質問の中にもありました、その女性の登用、それが市長さんの

御発言で採用がない時期があったというような御回答もいただきまして、今非常にお結び課

も頑張っていただいておりますが、なかなかその結婚、出産、それの状況も低いということ

もございます。そして働き方、家庭と仕事の両立、これは女性の永遠の課題でございます。

そこを尐しずつでも打破していくためになんらかの形をとっていかなければ、施策をとって

いかなければならないところで一つですね、このテレワークという働き方、これは大変理に

かなっているんじゃないかなというふうに私思いまして、きょう提言をさせていただきます

が、出産と育児、家庭で、それから女性の雇用のあり方、これがこの多様性を持った働き方、

これも必要になってくるんじゃないかというようなところで、出産、育児と仕事の２者選択

を迫る状況の緩和、それから家族やワークライフバランスの充実。家族と過ごす時間を、そ

れから安心して子どもを育てられる環境の実現、こういうことも踏まえましてこのテレワー

クの導入、これをお考えになっていただけないでしょうか御提案いたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

これは佐賀県庁が今積極的に進められていて、テレワークといってもいろんなちょっと定

義がありますのでちょっと説明しますと、テレワークは在宅、在宅勤務ですよね。あとはサ

テライトっていって、例えば佐賀県庁の場合ですので県内に 11 カ所、これの中で武雄合同庁
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舎で仕事をすると。本来ならば県庁で武雄にお住まいの職員さんが県庁に――まあうちの両

親もそうだったですけど、県庁の本庁舎で出勤すべきところを育児があるという観点から武

雄の合同庁舎で仕事をするというのがサテライト勤務ですよね。 

それとモバイルワークっていって、例えば今度またｉＰｈｏｎｅ６が出ますけれども、そ

ういったｉＰａｄであるとか私物のパソコンで仕事をするっていう大きく３つ。まあこれ領

域が重なってるところもあるんですけども、それをどうもテレワークと簡単に言えば、言っ

ているようなんですね。これについては私どもも積極的に進めていこうと思ってます。 

それともう一つ大事なのはフレックス。要するにみんなが朝８時、うちは 30 分から５時

15 分までかな、みんなが昼１時間を休憩するというのはもうちょっと古いですよね、これ全

体主義的になって。だからもう早く、例えば僕なんかもう今、朝型なんですよ。もう朝５時

ぐらい起きちゃうんですね。ですので例えばですね、もう朝６時からもう、例えばですよ、

もう夕方２時には引き揚げるとか、あるいはもう土日だけ勤めるとか。そうすると何が起き

るかっていうと、土日に行政サービスができるようになるんですよね。 

ですのでもっと柔軟に、これは地方公務員法の制限が当然ありますけれども、できるだけ

こう勤務のあり方を柔軟にしないといくらこのテレワークっていってもなかなかこう進まな

いんですよね。 

これあくまで道具ですので、道具だてですので、そういう意味でもっと深い部分でちょっ

と変えていこうっていう話をしていきたいと思います。 

きょう付でテレワーク推進協議会を、検討委員会をきょう付で発足して、その座長を松尾

満好部長さんにこう務めていただこうかなというふうに思っております。 

それでちょっと半年間くらいかけて提言をちょっと受けた上で、議会にまたこれもよく相

談を、制度の、予算を伴う話にもなりますので、議会とよく相談をしてまいりたいとこのよ

うに考えております。はい、頑張ってください。（笑い声） 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

ありがとうございます。 

そのテレワークですね、本当に、市長さん説明していただきましたけれども、自宅利用型

テレワーク、モバイルワーク、施設利用型テレワークの３つこの形態があるようでございま

す。 

部長、すいませんがしっかりよろしくお願いいたします。（笑い声） 

それからフレックスのことはですね、今市役所、時差出勤されてますですよね。夜講演会

とか何か仕事があるときには時間をずらして午後から出勤をされたり、それ大変いいことじ

ゃないかなというふうに思います。多様な働き方をこれからも考えていただきたいというふ
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うに思っております。 

では次に行かせていただきます。 

放課後対策についてでございます。放課後対策、放課後児童クラブではなくて放課後対策

について私質問をさせていただきます。 

これをごらんください。これは北方町夏休み地域子ども教室。これがことし４回目でござ

いまして行われておりました。これはことしですね、北方町、夏休み全区で行われておりま

して、これが私の住んでいる木の元区の写真、一端でございます。 

これは非常に地域の皆様と子どもたちが、まあ地域によっては１週間だったり、10 日だっ

たり、２週間だったり、３週間だったりしてくださってるところがございます。まちまちで

す。もうその区にお任せをしていると。 

これは中学生が部活が終わって駆けつけてくれてですね、小学生に勉強を教えてくれたり

ですね、この私後ろ姿が大好きなんです。この写真が私大好きなんです。本当にに優しくて

ですね、優しく小学生に、もうちょろちょろちょろちょろする子どもさんたちもですね、お

兄ちゃんが横に座ったり、このときはお兄ちゃんだったんですけれども中学生の女の子がで

すね、来てくれて一緒に折り紙を折ったり、お話をしたり。もうこの写真が大好きで、折り

紙を折って、そして旧暦の七夕で、七夕会をしてくださって、もう考える人のように区長さ

ん考えていらっしゃいますが、大変温かく区議員さんとともに見守ってくださっております。

ここに小学校の先生も来られてですね、お世話になっております、よろしくお願いしますと

いうことで校長先生も来られたりします。地域の方々はすべてボランティアでしてくださっ

ております。この最後にそうめん流しをして、子どもたちと最後にそうめん流しをして終わ

るというような、心温まる交流をしてくださっております。この最後のときには保護者さん

がそうめんをゆでて地域の方々にありがとうございましたという形でですね、お礼の気持も

込めてそうめん流しをしたりしてくださっております。 

この夏休みのこの授業ですね、これを私ぜひですね、もう放課後を放課後児童クラブだけ

にお任せするんじゃなくて、こういう地域の公民館を開放して異年齢の交流、それから世代

間交流ですね、小学生もう１、２、３年生じゃなくてもう６年生、それから中学生、高校生、

大学生、地域の方々、高齢者、もう時間と心の余裕のある方もうすべてお越しになっていた

だいて交流をしていただく。こういうことが地域の防災にもつながるんじゃないかなという

ふうに思って夏休み数度となくこうお邪魔をさせていただいておりました。非常に心温まる

この交流、これには区長さんたち、区議員さんたち、それから地域の方々、婦人会の方々、

それから食改の方々、いろんな方々にお世話をかけております。しかしながらもう４回も続

いてそして充実してきております。一番最初にこれは公民館の補助金を使って、それからサ

マースクールというような名目で始められたのが発端だと記憶しておりますが、そこら辺い

かがでしょうか。 
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○議長（杉原豊喜君） 

五上教育部理事 

○井上教育部理事〔登壇〕 

お答えいたします。 

先ほど御紹介いただきましたように北方町の青尐年の育成事業につきましては、各区で取

り組んでいただいてまして、大変感謝を申し上げているところでございます。 

この取り組みにつきましては他の町にも御紹介をしたいというふうに思っております。 

御指摘の費用の分でございますが、私どものほうで聞きましたところ、地区社協や、それ

から青尐年の育成の町民会議でございますね。こちらのほうは、町民会議が特にでございま

すけども、公民館等の事務局がございますので、そちらのほうの助成金を活用したという形

だと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

もう大変何度も何度も申し上げますけれども、私前任の教育委員のときにですね、定例会

のときに、教育長もですね、こういうこの北方町の夏休み地域子ども教室、これが全市に広

がっていかないかなというようなことも度々申し上げておられました。このことについて市

長さん、お考えをお伺いいたします。（笑い声） 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

もう油断大敵。 

〔２番「はい」〕 

これ私も非常に高く評価をしています。先ほど理事が申し上げたとおり、これがこう他地

区にこう広がっていけばいいなと思っているんですね。 

ただちょっと心配なのはね、ずっとこれが常時開放してこれがっていうと地域に負担にな

っちゃうんですよね。これは翻って言うと子どもたちも負担にもなるかもしれないんで、恐

らく今学校でやっているその放課後児童クラブと、この地域でやってくださるところをもう

整理をする必要があるだろうと思っているんですね、しかも計画的に。 

だからその一方で大事なのは押しつけにならないようにね、やっぱりあくまでも放課後、

夏休みっていう観点からすると遊びがやっぱり主体だと思うんです。ですのであまりこう学

び学びにならないようにね、そういう意味でいうとこの私も何回か北方町には行きましたけ

ど、物すごくバランスがいいんですね。ですのでちょっとその組み合わせを尐し考える。 

それできのうも答弁をいたしましたけれども、もうここらでやっぱりこう抜本的にあり方
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そのものも見直す時期にきてると思いますので、きょう付でこの地域子どもづくりの検討会

議を発足したいと思います。座長はこども部長にお願いをここでしたいと思いますので、そ

の具体的な案を半年間かけてつくってもらって、まあ北方町の地域子どもづくり、いや子ど

も教室ですよね、等を参考にしながらつくると。 

そしてちょっと長くなって恐縮なんですが、その上でもう全市にばんて広げるんじゃなく

て、やっぱりモデル地区をつくろうと思って、モデル地区を。そこに行政から人、物、金も

支援をします。成功例をつくった上で、それがこう広がっていくようにしてまいりたいとこ

のように考えております。 

こども部長さん、お願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

２番猪村議員 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

次々にですね、叶えていただき本当にありがたいなというふうに思っております。こども

部長、ぜひよろしくお願いいたします。（笑い声） 

それではですね、最後に――本当にお骨折りをいただいております。ありがとうございま

す。最後にですね――すいません、ちょっと戻してですね。すいません、最後に教育につい

ても官民一体型の学校、タブレット、それからいろんな施策をとって明治、学制の発布以来

の教育改革をこの地域から行っていくわけです。 

この意気込みをですね、最後に市長、教育長にお伺いして終わりたいというふうに思って

おりますが。教育長、市長お願いいたします。はい、簡潔に。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

簡潔に申し上げます。（笑い声）３つございます。 

〔２番「３つ」〕 

１つは今お話しにありましたように、子どもたちが健やかに伸びる、あるいは学ぶ、そう

いう環境をいかにつくっていけるかということと思っております。伸びて当たり前だと、な

るほどこう健やかにメシが食える大人に育って当たり前だと、そういうような環境でありま

す。 

２つ目は、これだけこう矢継ぎ早といわれますけど、矢継ぎ早じゃなくてもう相対的にと

いう思いでやっておりますけれども、そういう場ですので全国初めての取り組みでもありま

すので、創意を持ってですね出し合って、優秀なスタッフをいただいておりますので、創意

を出し合って学校と一緒になってですね、地域と一緒になってやっていきたいというふうに

思っております。 
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３つ目はまあ最終的に人だというふうに思っております。これだけの改革をしながらです

ね、校長先生方を中心に先生方もほんと必死で頑張ってもらっております。もう教育に限ら

ず人でありますけれども、特に教育は人だと思っております。 

それから３つプラス１つとして……（笑い声）どなたが考えられてもですね、樋渡市政だ

からできる部分というのは確かにあるんですね。ですからその精神性と慧眼とネットワーク

とですね、教育の面でもしっかりいただいてるわけですけれども、そういう中で教育として

の武雄でしかできない、あるいは武雄だからこそできるという、やってみろという議会の同

意もいただいておりますんで、そういうことで今後も取り組んでいきたいと思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

教育長と全く同じです。（笑い声） 

○２番（猪村利恵子君）〔登壇〕 

ありがとうございます。大変力強い言葉をいただきまして、官民一体型学校づくり、それ

から、家庭、学校、地域と三つ巴でですね、しっかり教育を支え発展させていきたい。その

一躍を担わせていただくべく、これは北相木小学校に視察に行かせていただいたときに、玄

関にさりげなく掲げてあったものでございます。生きるっていいね、うれしいもん。生きる

っていいね、楽しいもん。生きるっていいね、友達できるもん。生きるっていいね、とって

もいいね、未来がつくれるもんとありました。 

これは子どもたちだけじゃなくてですね、大人も、そして動物たちも、それから高齢者さ

んたちも、みんなみんな子どもたちにだけに未来があるんじゃなくて、みんなに未来がある。

それを生きて、そしてみんなで共有、楽しい気分を、そして豊かな気持ちを共有していけた

らいいなあと。その一躍を、皆様方の、市民の皆様の福祉の向上、それから教育の向上、す

べての向上に一躍を担わせていただくべくこれからも頑張ってまいりますので、よろしくお

願いいたしたく、これで猪村利恵子の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（杉原豊喜君） 

以上で、２番猪村議員の質問を終了させていただきます。 

ここで、モニター準備のため、５分程度休憩をいたします。 

休   憩    10時56分 

再   開    11時04分 

○議長（杉原豊喜君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

次に、５番浦議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。５番浦議員 
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○５番（浦 泰孝君）〔登壇〕 

（全般モニター）ただいま議長より登壇の許可をいただきましたので、５番浦泰孝の一般

質問を始めさせていただきます。 

今回の質問項目は大きく３つ。福祉について、そして防災について、施設の利用、管理に

ついてでございます。 

１項目の福祉について、早速質問に入らせていただきます。 

私は行政サービスの根幹は福祉だと思っております。しかし福祉と教育については目に大

変見えにくい部分もありますが多額の予算が伴います。２期８年間の樋渡市政の中で行革に

より無駄を省き、そして数十億単位での借金を減らした実績と話題性にもとんだ政策により

武雄市は全国的にも知名度が上がり流入人口が増加、結果税収もアップしております。これ

らの結果、水道料金の引き下げや今回の教育改革にも着手ができている現状があると私は評

価をするものであります。 

最初に質問させていただくこのひとり親家庭忚援パンフレットでございます。この発行に

より大変喜び評価をさせていただいている１人であります。内容としまして私はよく網羅、

整理してあると評価しておりますが今回の作成にあたったいきさつと、そしてこのパンフレ

ットに対する思いを市長にお尋ね申し上げます。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

このパンフレットについては去年ですね、宮元さん、山内町にお住まいの宮元さんの――

私は毎年お線香をあげに参るんですけども、そのときに宮元さんがいらして佐賀市でね、こ

ういうひとり親の家庭のパンフレットがありますということで現物を見してもらったんです

よ。翻ってこう武雄にはないよねっていう話になって、これはやっぱりこうなんていうんで

すか文字でしっかりね気持ちとともに伝えるべきだと思って、すぐにこども部長に指示をし

ました、作成に向けて指示をしました。ちょっと時間はかかったんですけど、その分だけい

いものができ上がったと思って自負をしています。これかなり武雄市もそうなんですが、武

雄市外の皆さんたちからも問い合わせが来ていて本当に担当の職員にはよく頑張ってくれた

っていうふうに思っています。 

その一方でまあいろんな今御指摘がきていて、例えば病児保育。病後児保育のところを充

実させてほしいといったこととか、さまざまあと細かいお話も承っていますので、そういっ

た件については来年の夏また改定をしようというふうにも思っていますので、皆さんのご意

見を賜りながらよりよきものに、もっといいものにこうしていこうかなというように思って

います。 

重ねてではありますけど、これはあの本当にこども部がいいものをつくってくれたなと。
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もう本当に温かい気持ちで、これはやっぱりね気持ちがこもらないとやっぱりいいものって

できないんですね。それをこう証明したものだなというふうにも思っていますので、そうい

う意味で、まあ身内ですけれども感謝をしたいなというふうに思っております。 

いずれにしてもきっかけは宮元さんの言葉だったんですけど、その言葉なくしてはこのひ

とり親の家庭の忚援パンフレットはできなかったという意味でも、宮元さんに感謝をしたい

とこのように思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

５番浦議員 

○５番（浦 泰孝君）〔登壇〕 

御答弁いただきましたとおりでございますが、ちょっと内容をですね簡単に。ちょっと見

にくいかもしれませんが、こちらはですね妊娠出産の時期に対する支援ですね。そして教育

や保育料に対する支援になります。そしてひとり親の方のですね生活を支える就職そして転

職等のそういった分の支援が書いてございます。 

それでですね、これは手続き制度の部分が分かりますということで載っておりますがひと

り親になる手前の部分ですね。離婚に際する手前と、そして事後のですね問題点や多分一番

不安を抱えられる時期であると思いますが、そういった部分の詳しい問題とか、あと支援と

か対忚も書いてございます。この全体的な流れでございますけども出産という女性のですね

一生涯をかけた命がけの仕事。 

そしてもちろんのこと、先ほどの繰り返しになりますが、子育てとか、そのためのご生活

のための直接な支援や就労などの支援なども事細かく書いてあります。本当にいい資料がい

いパンフができたと私は感心をしております。 

先ほど市長の答弁にもありましたとおり小さな変更点や、よりよくするための改訂版も来

年また出していただけるということをですね、また期待をしたいと思っております。 

それでですね今見ていただいた分でもおわかりのとおり、それぞれの支援に対しまして担

当部署がですね窓口も多岐にわたって分かれておりまして、なかなかそういった部分ではい

ままで支援がわかりづらかった部分もありますが、そういう部分でもですね今回のこのパン

フは利用価値、使い勝手が非常にあるものだと思って評価をしているとこでございます。今

後とも期待をするものでございます。 

福祉に対しまして次の質問にさせていただきます。 

こちらのほうは８月 25 日付の佐賀新聞の切り抜きでございます。生涯年金判定の地域に

よるばらつきと、更新時に支給停止となるケースがあったり全体としての出し渋りの傾向が

あると報じてありました。特異なケースは改善しない難病やったり障がいが重くなったにも

かかわらず等級が下がったりとですね、また精神知的障がい者の場合などは状況で打ち切ら

れるケースもあると見ているようでございます。 
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実はですねここに至った発端としまして私ごとでございますが、私の家庭、母親の病気が

ありました。数年前にパーキンソン病の兆候が見られまして、パーキンソン病を御存じの方

もおられると思いますけども簡単に説明をしますと脳から運動神経へ指令伝達する物質ドー

パミンが不足するということで運動障がいを起こすものです。 

特定疾患ですとか、難病にも指定をされた病気でありますので比較的皆さん聞き覚えのあ

る病名だと思いますが、決定的な治療法がないのでまあ投薬とかでよって進行を遅らせたり

薬が効いている間は改善が見られるなどの状況があります。それで数年前より状況としまし

て兆候が見られたんですが、２年ほど前にいよいよ日常生活にも支障が出始めて専門医にか

かり認定を受けることができました。その上ですけども昨年また別の病気として心臓の動脈

が老朽などの理由から裂けて損傷する病気、心臓のですね大動脈解離という病気を患いまし

て、心臓の人工血管を用いたバイパス手術を受け心臓疾患のほうの障がい認定も受けるとい

う重なった事例が私の母親でありました。 

それがですねちょっとここに核心に触れてまいりますが、今年度の更新の際ですね認定の

申請をしたんですが外されたということがありまして、そしてその矢先のこの新聞の記事で

したので、私の家族のことうんぬんは別としましてもですね、状況を把握したく思いまして

今回の質問に至った経緯がございます。 

それで私の母親の場合ですね心臓疾患の障がい認定の停止はですね、病状改善によるもの

だと思って逆にいえば喜ばしいケースなのかもしれませんが、ただやはりあのパーキンソン

病がもしかかっていなかったという、そういう病状はちょっとうかがい知ることができませ

んので、どうだったんだろうかというものが疑問があったところであります。 

そこですいません長くなりましたが質問になりますが確認の意味でですね、ここ数年の障

がい認定及び特定疾患受給者の数の推移をお尋ね申し上げます。 

○議長（杉原豊喜君） 

中野くらし部長 

○中野くらし部長〔登壇〕 

障害者手帳それとあと難病患者の方の認定状況ということでございます。ここ数年という

ことでございますが、まず本年３月末現在の数字を申し上げますと、身体障害者手帳をお持

ちの方が市内で 2,685 人いらっしゃいます。療育手帳を持っている方が 524 人。精神障害保

健福祉手帳をお持ちの方が 231 人。まあ難病と今おっしゃってますが、特定疾患の受給者証

をお持ちの方が 404 人ということで、合計で 3,844 人というふうにいらっしゃいます。内訳

についてはこの３年間程度をちょっと見てもうほとんど変わらないという状況でございます。

以上でございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

５番浦議員 
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○５番（浦 泰孝君）〔登壇〕 

担当部長より御答弁をいただいたわけで手元のほうに数字のほうはいただいております

が、モニター等がちょっと数字がなかったもんですから、皆さんちょっと御理解が難しかっ

たかもしれませんが。23 年度、24 年度、25 年度と３年にわたっての資料をいただいており

ます、手元のほうにですね。それで答弁にありましたとおり、ほとんど推移はですねまあ変

わらなくてですね、若干まあふえてるっていう感じなんですが一つ難病のですね特定疾患受

給者の数だけがですね 24 年度から 25 年度に対しまして逆に８名ほど減っております。この

数字を見ただけで、先ほど私が危惧したような事例とか推し量ることもできませんし、きち

んとやっていただいているというのは、もうあくまで希望するとともにやっていただいてい

ると思うんですが、そういうことで新聞にもありましたとおり国のそのなんかな障がい者に

対する支援ですとか、難病に対する認定基準とかそういうのもですね若干変わりつつある中

で、そういう出し渋りとかそういうのがないような形で切に思うところであります。 

それで改めてでございますが、障害者手帳そして特定疾患の受給者証の交付までの流れを

ですねお示しいただきたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

中野くらし部長 

○中野くらし部長〔登壇〕 

申請から交付までの流れということでございますが、簡単に申し上げましてまあ窓口、市

のほうで受け付けましてであと県のほうに審査をお願いします。そこで一定審査がおりてか

らですね市のほうに戻ってきまして、それぞれ申請された方に交付をするという内容になっ

ております。 

特に今御質問がありました難病、特定疾患、医療者受給者証の交付ということですが、こ

れにつきまして若干御説明申し上げますと、特定疾患の治療研究事業のための対象疾患、ま

あそれ 56 疾患ございますが、そういった方にかかられる方を対象にですね、医療費の自己負

担分を公費で助成するということで、こういった制度ができてるというものでございます。 

具体的にはまずこの治療研究事業に御本人様が同意をされるということがまあ前提にな

りまして、それで県のほうの特定疾患対策協議会というのがございますが、そこで承認され

た方を対象にやると。 

承認された方に対して、特定疾患医療受給者証が交付されるということでございまして、

県の一定の機関を通してですね、審査を行った上に本人さんのほうに認定証が送られるとい

うことでございまして障がい疾患をお持ちの方の認定につきましては、ほとんどこういった

パターンで手続きが完了するというふうになっているところでございます。以上です。 

○議長（杉原豊喜君） 

５番浦議員 
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○５番（浦 泰孝君）〔登壇〕 

御答弁ありがとうございます。 

るる御説明ありましたが、基本的にですね障がい者関連の認定書類等の申請は市のほうの

窓口で受けて、そしてセンターなど経由して県のほうから交付される。そして難病等につき

ましては、県の最寄りの保健事務所ですねそちらのほうで申請を受けて、県のほうからのと

いうことで、この該当されるですね当事者の方々ですとかまた御家族の方は、大変いろんな

通常より平常より病気に対してとか介護やフォローで大変生活等も繁忙な中で、そういった

受付をですね、基本的に１年の毎年の更新でありますので、そういった形で何とかですね簡

素化や一元化等もやっていただきたい旨を私は思うとこでありますが、何分これは国や県の

政策やったり支援でございますので、一足飛びにできる話ではございませんがこういった面

は私の議員、一人の議員そして政治家の一人としてライフワークの一つとして訴えていきた

いと思っております。 

そしてですね、ちょっと例としましてパーキンソン病に例をしまして、受けるサービスの

まとめをさせていただいたとこであります。医療費関連としまして症状が軽度な場合ですが、

そして症状が重度な場合。症状が軽度な場合、後期高齢者医療制度があります。これは皆さ

ん御存じのように 75 歳以上が受けられる制度でございます。そしてこちらも皆さんよく耳に

されると思いますが、高額医療費制度ですね。そして症状が重度の場合は特定疾患、先ほど

の制度とそして身体障がい者のあれを受けることができます。それと介護福祉関連で症状が

軽度、重度にかかわらず介護保険制度ですねこちらもございます。そして重度の場合は身体

障害者手帳そして障がい者の自立支援法により支援を受けることができます。 

えっとですね逆にいえば高齢の方で難病障がいをお持ちの方は、手厚いという見方もでき

ますが、反面ですね若かったりこう小さな子どもさんですとかそしてまた病気もですねほん

とにあの難病は多岐にわたっておりまして、先ほど部長から答弁にありましたとおり認定さ

れている病名病状が 56、現在のところですね。それ以外にですね難病というのはかなりござ

います。そういった病気をお持ちの方の支援は、なかなかまだ難しいという現状があります

のでそういった形を皆様にお伝えしたかったところがございます。 

それでですね、特定疾患につきましてはくり返しになりますが 56 程度が今ということで

す。そして国としましては今後 300 程度にふやされて研究が進むとともに、支援のあり方、

方向性、それとしましては広く浅くという方向性のようでございます。 

そして参考までに申し上げますが、56 の病気の中の１つ、皆さんも最近耳にされたかもし

れませんがＡＬＳですね。筋萎縮性側索硬化症ですが、そちらのほうの病気の支援をという

ことでネット等で尐し出ましたが、アイスバケツチャレンジですね。こちらのほうはソフト

バンクの孫社長ですね。そしてこれはサッカーの香川選手ですね。こういった著名な方が簡

単に申し上げると氷の入った水バケツをですね頭からかぶって、そして例えば次の３名の方
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に指名して、バケツをかぶるかもしくは寄付をしていただくとかそういったのがネット上と

かでちょっと話題になったときがございます。 

まあこれにはいろいろ賛否がございましたけども、まあこういった難病でお困りの方の御

支援ですとかそしてまた周知に対してはある一定の効果があったんじゃないかということで、

私もちょっと気をつけて見ていたところであります。 

ただやはりですね、これも繰り返しになりますが、あくまでこれはまだ先ほど私の家族の

話で申しわけないですが、パーキンソン病やこちらのほうもまだ難病としては知られている

病気のうちの一つでありまして、世の中にはたくさんですねまだ研究が進んでいない難病も

たくさんございます。そういった意味で今後私のライフワークとしまして、精いっぱい微力

ではございますが支援をさせていただけたらということでお伝えして申し上げました。 

それでは続きまして防災についてであります。 

今夏の異常気象による大雤の被害を受けまして、今回の一般質問でも多くの同僚議員より

防災に関する質問がありました。先ほどから猪村議員の御質問もありましたとおりでありま

す。大変重複しておりますので私の場合は確認と要望という形で簡単に割愛をさせていただ

こうと思っております。 

それでは改めてはございますが、まずもって広島で発生しました大規模な地すべりによる

土砂災害で被災されました皆様に対しましては、改めて心よりお見舞いを申し上げるもので

ございます。 

それで通告しておりました内容としては大きく２点。 

１つ目には、るる質問ありましたとおり、災害発生時における市民への情報伝達、周知の

方法であります。 

災害等は今回の大雤に見られるように、昼夜問わずいつ何どきですね襲うかわかりません

ので、屋外拡声器が確認できないケースということで先ほど来から御質問があったとおりで

あります。個別受信機の整備ですとか特に高齢の方のみの世帯や独居老人、もしくは障がい

をお持ちの方の皆様については、優先的に措置を講じていただきたいということがまず１点。 

そしてそのほかのハード対策で考えられる武雄でたくさんやっておられますフェイスブ

ックですとかケーブルテレビ、そういった活用もしていただきたいということでありますが、

そういった場合は受動体制にですねスイッチを入れていただかんと、画面を開かんといかん

ということが前提でありますので限界があります。 

でそういった意味で先ほど猪村議員さんの質問にもありましたとおりですね、私も考えは

全く一緒で、区長さんですとか消防団を核とした地域防災組織の確立と自助、共助ですね、

そういった精神の啓蒙が望まれると思います。あわせて対忚をぜひ執行部のほうにもお願い

を申し上げたいと思います。 

そしてこの災害につきましてですが、２点目としまして避難を含めた早期対策に向けて、
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水没、土砂災害などの危険地区管理の整備であります。これにつきましても先の質問に対し

て答弁の中で、来年度に向けてハザードマップが検討されるということでございましたので、

（資料提示）ここでですね最後にちょっと手前味噌ですけども私がいまだに所属しておりま

す９分団６部の宮野消防団のですねマップ等をちょっと紹介させていただきます。 

これは数年前に多分県からいただいた資料をもとにですね――これが現物ですがラミネ

ートをして消防団の詰め所のほうに貼らせていただいております。地すべり危険地区等をそ

の地元のですね地図の上に載せてありますので、ちょっと若干まだ見にくい部分、理解しに

くい部分もございますので、今度の改訂版のほうではよりよくわかりやすい地図を出してい

ただけることを期待するものであります。 

それともう１点ですが、こちらはですね地元の――まあゼンリンの地図を拡大した分なん

ですが、こちらかなりこの先ほどのマップの倍ほどございますので実物は持ち合わせなかっ

たんですが、この色分けしたシールによってですね、消火栓ですとか防火水槽そして自然水

道の場所をですね地元のほうでわかりやすいように位置を示した地図であります。こういっ

た形で先ほど来からありますように地元で自分たちの力で地図などをつくって、そして日常

から災害に対して意識づけをするということが自助・共助・公助の部分からも大変必要だと

感じた次第でございます。災害につきましては以上のように、私のほうから要望を含めて述

べさせていただきます。 

それでは大項目の最後の項目になりますが、施設の利用、管理について質問を述べさせて

いただきます。フェイスブック等などでも紹介をさせていただいたことがありますが、樋渡

市長の特徴、成果の一つにですね市内の各施設その施設内及び公園などの公衆トイレが、私

としましては随分きれいになったと感じるところがございます。 

トイレは皆さんも感じられますとおり、文化的生活の象徴でもあり評価に値するものであ

ります。こちらはですね、山内町民グラウンドのバックネット裏のトイレであります。庁舎

横の中央公園のトイレですとか、そして白岩球場のトイレにせよほんとに私は明るくなった

と感じております。いろんなトラブル等や犯罪抑止の点からも、明るいトイレの整備が必要

なものと感じております。 

それでトイレ関連でまず１カ所。こちらこの写真はですね黒髪山の乳待坊展望台の下に当

たりますが、いこいの広場キャンプ場の写真であります。こちらがですね雌岩雄岩の下にな

りますけども、本当にすばらしいロケーションでですね施設としても大変恵まれております。

こちらはですね奥のほうにバンガロータイプを借りて宿泊もできるということで、ほんとに

ですね隠れた名所というかいいロケーションであります。こちらはえっとですね炊事施設が

ありましてですね、煮炊きとか水道関係も整備されております。 

問題のトイレになりますが、見ていただいたとおり経年はそれなりにたっておりますが、

それほど汚なかというほどでもないんですが、中を見ていただくとですねくみ取り式になっ
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とりまして、そして夏場は蚊とかですね害虫等もたくさん出ますし、衛生面からもですね若

干もう厳しいところがあります。 

それでもう一つですね、御紹介したかったのが今回ですね、まちづくりですとかイベント

で活躍をしている商工会青年部のほうがですね、婚活のイベントをこちらのほうで、もしで

きたらということで計画もしていたということで情報を聞いたわけなんですが、このロケー

ションのもと夫婦岩の麓でですね、カップルができるのをということで計画をしていたそう

です。 

ただやはり、参加女性のことを考慮するとこの現状トイレではなかなか厳しいということ

で、ちょっと場所を再検討せざるを得ないという話もちょっと聞いたところであります。せ

っかくのですねこのすばらしいロケーションでございますので、このキャンプ場のトイレの

改装につきまして執行部の御意見をちょっと賜りたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

ここは多くのね山内町内外の皆さんたちが集まる所でもあります。特に夏場はね春から夏

にかけては――秋か――多くの皆さんたちが集まられる所ですし、私もこの前ジョギングし

たときにはこんなに多くの人たちがとはというぐらいにお越しになっているとこですので、

これは早急に対忚をします。 

その上でやっぱりこういう具体的にね教えてくださることがやっぱり一番だと思います

ので、まあトイレ担当議員さんとして……（「ありがとうございます」と呼ぶ者あり）（笑い

声）いやいやこれ大事なんですよ。いや大事なんです。ええこれ本当に大事なんですよね。 

だからそこが僕は基本だと思うんですよ。ですので市役所の入り口のところのお手洗いで

あるとか、あるいは橘小学校のねたまに私もジョギングして使わしてもらいますけれども、

お手洗いとかすごくやっぱりきれいなんですよ。ですのでそういうトイレがきれいなところ

っていうのはやっぱりいいとこだなと思っていますので、そういう意味で申し上げた次第で

すので、誤解なきようにお願いをしたいところであります。以上です。 

○議長（杉原豊喜君） 

５番浦議員 

○５番（浦 泰孝君）〔登壇〕 

前向きな御答弁ありがとうございます。 

こちらのほうはですね、以前年末にライトアップ等もされていた会場でありますし、そし

て先ほどもちょっと御紹介しましたとおり夫婦岩のすぐ下ということで、11 月 22 日ですか

ね、良い夫婦の日そういった関連のイベントもしていただいたりとかそういう状況もござい

ます。そういったケースはかなりの来場者も来ていただいている状況でございますので、そ
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ういった意味でもですね、トイレの改装は本当にありがたく前向きな答弁を承ったところで

あります。 

それではトイレ関連でもう１カ所でございます。（「トイレ担当」と呼ぶ者あり）（笑い声）

これは山内町の道の駅黒髪の里であります。そちらの中で写真のほうはこちらは一忚男子の

トイレですが、ちょっと御相談を受けたのは女性のトイレのほうでありました。まあこちら

の間取りのほうはほぼ一緒ですので、こちらのほうで御説明をしたいと思います。 

ドアをですねこうやって閉めるとかなり足もとが狭くて、もちろん出入りするときには一

番奥までどんてですねやんさあぎ入りはできるし、設計がどうのこうのという話ではないん

ですが、やはり尐しお体が不自由な方ですとか高齢の方になるとなかなか出入り、入りづら

い部分があるということで御相談を受けたところであります。 

そういったことでこちらのトイレの、極端にいえば私が考えたのがドアの改装で済む部分

なのかいろいろ考えたところでございますが、執行部のほうとしての対忚、考えかたを求め

ます。 

○議長（杉原豊喜君） 

山下山内支所長 

○山下山内支所長〔登壇〕 

ただいま御指摘がございました道の駅山内のトイレにつきましては、実は昨年に便器の交

換を行っております。その都合で以前は便器小さかったんですが、今の便器は大きくなって、

今の写真にございましたように出入りがしづらいというような状況になったところです。 

まあこのようなことでですね要望等がまあ黒髪の里運営協議会から等もあっておりまし

て、実は先日改修の工事を行いましてドアを外開きにすることでこの出入りがしやすいと、

しやすくなるということで改修を行ったところでございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

５番浦議員 

○５番（浦 泰孝君）〔登壇〕 

早速、早速でもなかですけど対忚していただいたということで感謝申し上げます。 

ただですねこれはちょっと背景の話になりますけれども、この黒髪の里は今し方ですね議

員さんの間からもちょっと話が出ておりましたけども、生産出店者とかですね商工会あたり

を含めたですね運営協議会への指定管理委託がなされております。 

経営状態もですね大変よくしていただいて、そういう状況で頑張っていただいている状況

ある中なんですが、今回この件の改装要望するに当たりまして、指定管理施設の改装という

ことでですね予算の計上を含め施設の担当者と執行部の担当の方と調整がですね反忚がちょ

っと鈍かったので今回あげさせていただきました。 

指定管理施設のこういった営繕や改造費に関しましては、その工事とか予算の大小によっ
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て、どちらが出すとかですね予算がどこからでとか、その辺の線引きがないということを聞

いておりましたが、そのあたりがちょっと今回のまあ原因ちゅうか発端になったのかなとい

うところで私は納得をしていた部分であります。 

ただやっぱりあくまでもですね市民の方としましては、その持ち物が市の持ち物である以

上、直営やろうが指定管理やろうがでしょうね、その辺はもう変わりがなく市民の皆さんは

同じくサービスを要求されますし、指定管理委託にしたらそれ以上にですねやはりサービス

の向上をまあ目を光らせていただきたかというかですね、そういったものは要求されますの

で今後ともその辺はしっかりと対忚をしていただきたいと思います。今回は本当にありがと

うございました。 

それで繰り返しになりますけれども、大変好評をいただいております図書館もちろんです

が、今後予定されております公営住宅に関しても効率化と更なるサービスの向上を目的とし

て行われます指定管理制度であります。そういったことでよろしくお願い申し上げます。 

それで最後になりますが、こういった確認の意味でですね指定管理やまた直営そしていろ

んな形態がある中での確認の質問でございます。こういった指定管理委託契約と民間への委

譲契約は全く違います。図書館やこの道の駅は運営管理こそ一定の定まった費用を払い委託

しとりますが施設の所有は武雄市であります。しかしながら、先に民間へと委譲しました市

民病院につきましては、全くのですね民間への病床を含めた売買による受け渡しが行われて

いるわけです。 

そういった意味でですね、これはちょっと私の知人とある方とですね談笑をしている中の

話なんですが、救急患者さんが救急車で病院で搬送される場合、樋渡市長の裁量によってで

すね新武雄病院へ優先的に搬送ばしようとじゃなかろうか。そういう話をですね、まじめな

真剣な話でですねちょっとされたもんですから、私も議員として今までかかわったものを含

めましてですねもちろんですね、一自治体の首長が救急搬送に優先順位（笑い声）をつける

ことは絶対なかし、そしてあり得んしですね、そして権利も含めできるわけはなかですもん

ねという旨を伝えました。 

搬送するに当たって、病状に対忚できる最短の病院を目指していただいているはずであろ

うし、例えば患者さん、家族の方がですねどうしてもその希望する病院がある場合は尋ねた

り、お尋ねをされたり、そしてその希望を聞いてあると思いますのでこの件に関しまして、

確認になりますが樋渡市長のコメントをいただきたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

いやまあ私もいろいろ言われますよ。いや本当にこれね噂の出所も大体わかってましてね、

山内町の大野地区ですよ。どなたさんかの今睡眠されてる方の近くの方々からこれ聞いて、
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まだ寝ておられますけど非常に困っています。こういう根も葉もないような話をねされるこ

と自体ね極めて心外であるんですね。懸命な市民の皆さんたちはねその噂を聞かれた方もそ

うなんですけれども、一介の首長に救急車のねあそこに行けとか行くなとかっていう権限な

んかあるわけないんですね。ですので、まあそういうよた話はもう信じないようにね。私は

そうはいっても、杵藤広域圏の管理者でありますので等しく、等しく公平平等にそういった

方々が医療がきちんと享受できるようにはしてまいりたいと。 

これは重ねてでありますけれども、今までの旧市民病院のようなね、たらい回しがあった

りとかそういったことにならないようにね、議会と力を合わせてしてまいりたいとこのよう

に考えております。まあこの噂もいろいろありますので、まあそれをねちゃんと答弁できた

のはよかったかなというふうに思っております。 

もう、起きられました。（笑い声）（「ちゃんと聞いてるよ」と呼ぶ者あり）（笑い声） 

○議長（杉原豊喜君） 

５番浦議員 

○５番（浦 泰孝君）〔登壇〕 

よかですか。改めてですね市長からはっきりとした答弁をいただいたわけですけどもそう

いったことはあり得ないということで私ども議員もですね、そういったその何かな 誤った情

報ですとか、せっかく市長初め執行部がやってきた成果そういったものがですね、変に湾曲

して伝えられるというような状況に関しましては、きちんと説明をする責任が私ども議員に

もあることをちょっと再認識しまして、今後ともそういったことは私の仕事の一環としてや

らせていただきたいと思っとります。 

施設の管理のあり方について質問をさせていただきましたがサービスの向上も含めた上

で効率化や採算性を考慮し、今後も形態が違ってくる可能性はいろいろ出てくると思います。

その効率化により浮いた財政による、財源によって福祉の向上もしくは今回の教育などの予

算に回せているというわけも、そういった説明も私たち議員はしっかりさせていただきたい

と思う旨であります。 

ほんとに最後になりますがあくまで市民目線でさらなる市民サービス、福祉の向上を目指

していただくことを御祈念しまして、私浦泰孝の一般質問を終了させていただきます。あり

がとうございました。 

○議長（杉原豊喜君） 

以上で、５番浦議員の質問を終了させていただきます。 

正午まで若干時間ございますけれども、あのモニター準備等であの時間とっていたら質問

時間なくなりますので、ここで１時 20 分まで休憩をいたします。 

休   憩    11時46分 

再   開    13時20分 
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○議長（杉原豊喜君） 

休憩前に引き続き、会議を開きます。一般質問を続けます。 

次に、１番豊村議員の質問を許可いたします。御登壇を求めます。１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

（全般モニター使用）皆さんこんにちは。 

議長より登壇の許可をいただきました１番豊村貴司、今議会最後の一般質問、緊張感を持

って臨みたいと思います。よろしくお願いします。 

今議会、一番最初に国保の話がありました。国保の単年度赤字、そして累積赤字、これら

の問題は市における財政に影響を及ぼすものであります。加えて、平成 28 年度からは地方交

付税の合併算定替が一本算定に向け段階的に減らされ、平成 33 年度には、今と比べて 13 億

円も交付税が減ることになります。すなわち、市で使えるお金が年間 13 億円も減ってしまい

ます。13 億円とは、生活保護、障がい者や子どもの医療費助成、保育など、福祉に関する政

策の市の負担分に相当する額であり、いわば 13 億円減るということは市の福祉政策が全くで

きなくなるということです。こういったことからも、これからの武雄市を見たとき、収支の

面で財政についてしっかり考えていかなければなりません。 

先日、政府見解として来年度から各都道府県での医療費の支出目標を決めるようなことが

報道されていました。いわゆるこれが医療費の抑制につながることも懸念されます。必要な

方に必要な医療が提供できない、そういったことにならないか大変心配するところであり、

私もこれまでリハビリの職員としてやってきましたが、かつてはリハビリを受けられる日数

の制限があったり、大変現場が混乱したものでした。 

武雄市においては、冒頭述べたようなこれからの財政運営の中においても支出を抑えよう

とするあまり、この医療費に対する政府見解の話のような懸念が生じないよう市民にとって

必要なことは、優先順位をつけながらでもしっかり取り組まなければならないと思います。

必要な支出はありながらでも武雄市の台所事情が安定するよう武雄市市民、地域全体が認識

していくことも大切です。 

質問に入りますが、今回はスライドにも上げてますように大項目で２項目、教育について

と観光について質問を行います。 

まず教育について。先ほど財政についても地域全体で認識していくことが必要と述べまし

たが、その地域全体ということで新しい学校づくり、つまり官民一体型の学校づくりに向け

ての検討を行う地域協議会、これは設置予定を含め今議会において話がありましたが、市内

全体に予定を含め設置されてきているという報告がありました。 

そこで、まず最初の質問を行います。地域協議会の目的は説明会等の資料にもあるように

官民一体型学校の創設に向けて取り組むとありますが、そのこと以外にこの協議会を設置す

ること、ほかに狙われているようなことがあるでしょうか。この点について伺います。 
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○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

ありません。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

ありませんということでしたが、それではですね、これに関してちょっと質問をいくつか

重ねていきたいと思います。 

今回、地域協議会がある中で、手を挙げたところが選考の対象になっていくっていうこと

でした。これから先、将来的にですね、長期的に見たときに新しい学校づくりの対象となる

ところがですね、あくまでもこの手を挙げたところだけになるのか、または武雄市内全体に

広げていきたいと将来的には考えていらっしゃるのか、その点について確認も含めてお願い

いたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

尐なくとも私自身は、今回来年度から２校または３校というふうに、時と場所を変えて言

い方変えてますけれども。それで恐らくね、またいくつかの小学校の校区が、地域協議会が、

またぜひっていうふうな話になると思うんですよね。あくまでも、今のところ官民一体学校

のための地域協議会というのは、今までと考えは、ちょっと、変わっていないんですけどね。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

それではですね、ちょっと続けて質問なんですが、今回地域協議会においてですね、いく

つかパターンが出てくると思います。例えば、今年度手を挙げられたところで選考対象とな

ったところ。次は、手を挙げたけれども選考対象とならなかったところ。もう一つは、手を

挙げなかったところ。この手を挙げなかったところというのは、いろんな要素があると思い

ます。例えば準備が間に合わなかったとか、１年間ちょっと様子見たいとかですね。または、

その意思に至らなかったとかっていうこともあると思いますが、そういうさまざまな形態が

ある中でですね、来年度こういった地域協議会はどういうふうになっていくのかなというと

ころをお伺いいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 
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○樋渡市長〔登壇〕 

わかりませんので、どういうふうにしたらいいのか、まずそれを言ってから質問に入って

ほしいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

これまでもですね、各地域とかで説明会等があって、教育長もその中でコミュニティース

クールという話もされております。文科省の言葉によりますと、コミュニティースクールと

は学校と保護者や地域の皆さんがともに知恵を出し合い学校運営に意見を反映させることで、

一緒に協働しながら子どもたちの豊かな成長を支え、地域とともにある学校づくりを進める

仕組みですっていうふうにあります。いろんな説明会ある中でいろんな人と話をしながらで

すね、今回のその地域協議会、官民一体についての検討というのが目的ではあるんですけれ

ども、私も感じたところでもありますし、ほかの方も言われてた分でですね、こういったコ

ミュニティースクールという言葉も出てきました。 

そういった意味で各地域にですね、学校区にそういう協議会が設置される、しかも学校長

っていうのが軸にいて、地区の区長さんであったりとか保護者の方、育友会の方、さまざま

な地区の幅広い世代の人たちがかかわってくるということでですね、私としては、やっぱり

今回官民一体についての検討を行うというのが目的であっても、それだけで終わるというの

はちょっともったいないんじゃないかなと。先ほど、猪村議員のほうでも話がありました。

そういった形でですね、地域の中で学校と地域が一体となって子どもたちの教育であるとか

子どもたちの環境を一緒に見ていく、そういうふうに発展していけばいいんじゃないかなと

いうふうに思います。これがですね、武雄市内全部の校区でできるということは全部の地域

がそういうふうになるわけですから、武雄は地域全体で子どもたちのことを見ているってい

うふうになればですね、それはもうもっと魅力ある武雄になってくるんじゃないかなという

ふうに思います。 

こういった意味で、狙っているところはないですかってお伺いしました。その点について

お考えをお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

確かに、そこはそうかもしれませんね。今まで官民一体学校を協議する場として地域協議

会を議会のアドバイスも得てしたんですが、これだけで終わるのはちょっともったいないか

なというのは御質問を受けながら思いました。 

実際は、今まちづくり協議会が活発なところとそうでないところとありますけれども、活
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発なところだと教育もそこは担わなきゃいけないのかというふうになりかねないんで、やっ

ぱりまちづくり協議会と別個の学校の地域協議会っていうのは――官民一体型学校のための

地域協議会と思っていたんですが、さまざまな――例えば先ほど話がでましたコミュニティ

ースクールとかね、いろんな問題をそこで前向きに話し合うっていうのはあるのかなってい

うふうに思いました。その観点でいうと、豊村議員も御指摘のあったように学校長が入って

るというのはポイントなんですね。しかも副会長で。ですので、これが我々が、教育長がど

う考えているのかはちょっと別にしてもね、我々が思いもしなかったような方向に、子ども

たちにとってね、あるいは地域にとっていい方向に進むんであれば、地域協議会がいろんな

場になっていただければありがたいなというふうに思います。 

ただ１個問題は、北方町と山内町なんですね。これ地域協議会が１つ、２つか。２つにな

ったんだっけ。（「協議会は２つ、最終的には２つ」と呼ぶ者あり）最終的に２つか。ここだ

けなんですよね。ほかは町に、例えば吉川さんの朝日町だったら朝日町に１つというふうに。

鉄好さんの橘町だったら橘町に１つになってるんですけど、山内と北方の場合は……（「武雄

も」と呼ぶ者あり）武雄もそうか、武雄もそうですよ、そうでした。灯台もと暗しでした。

ですので、そういうふうに、そこが２つにこう分かれるというのが、本当に校区で分けてい

いのかなというのがあるんで、そこのやっぱり調整は必要なのかなというのは思っています

けど、いただいた御提言はちょっともう一回教育委員会と私どもで話し合って、今後どうす

るかについてはね、また豊村議員を初めとして議会とよく相談をさせてもらえればありがた

いと、このように考えております。前向きな提言ありがとうございます。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

ありがとうございます。今回の選考に関して手を挙げたところ挙げてないところ、その対

象にならなかったところも、そこで終わりではなく、ぜひともそういう形でですね、地域と

しては子どもたちを見ていくというふうにつながればと思います。私も武雄町のまちづくり

推進協議会にも入っていますが、子どもたちの環境についてとかっていうですね、そこで委

員会をという話がちらっと出たりしたこともありました。なかなかそこまではいかなかった

んですが、こういう組織的な部分でもですね、今後の武雄全体につながっていくことをお願

いしたいと思います。教育長、合わせて何かその点について。 

○議長（杉原豊喜君） 

浦郷教育長 

○浦郷教育長〔登壇〕 

先ほどの猪村議員さんのところで、最後で申した第１番目がやっぱり環境という、環境づ

くりを、教育環境をより高めていくということを申したわけです。私が何よりありがたいと
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思ったのは、本当に忙しい区長さん方がですね、区長会長さんを初め先に立ってですね、会

議を開いていただいて協議していただいてると。これは本当にこれまでになかったことであ

りますので、ぜひですね、議員おっしゃるような体制ができたらいいなということを強く思

っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

ありがとうございます。 

続きまして教育環境についてということで、ちょっとお話をしたいと思います。先日です

ね、市長と上田議員と私も一緒に市内の小学校のほうをいくつか回りまして、施設の設備な

ど伺ってきました。ちょうど行ったのが７月だったですかね、夏ということもありまして、

特にやっぱり暑いという意見がですね、聞かれました。そこでですね、これは武雄小学校の

給食洗浄室、食器を洗うところですね。ここも湯気がどんどん出るって、暑いというふうな

話がありまして、早速対忚をされまして、このエアコンがついて暑さ対策がとれたというこ

とです。職員さんもエアコン入ったことで違いました、ということで伺っております。これ

は御船が丘小学校の給食の配膳室ですね。できたものを前に置いとく部分ですが、ここにも

エアコンをつけていただきました。これは御船が丘小学校のにこにこホールですね。放課後

に子どもたちがここで宿題をしたりというのがあるんですけど、ガラス窓が多いので直射日

光がどんどん入るということで、すごく暑さとか、まぶしさとかすごくあるという意見があ

りまして、これに関しても市長のほうで意見いただきまして、カーテンを早速つけていただ

きました。こういった素早い対忚、よかったと思います。ありがとうございます。 

先ほど暑さということで言いました。ちょっと私も調べたんですけれども、これ７月の最

高気温の平均値です。一番端っこが 1977 年、私が５歳のときですね。７月の最高気温が、そ

の年は一月で平均が何度だったかという部分をずっとあらわしております。一番端っこは、

ことしなんですけれども、私が子どものときと比べれば平均ではですね１度くらい上がって

います。よくあの……（発言する者あり）はい、これ見たらですね、そういったとこです。

次がですね、７月の真夏日の日数。真夏日は 30 度以上だったときですね。グラフであらわし

ているんですが、これが一番左が 1970 年、80 年代なんですが、そのころと比べると山なり

がですね、やっぱり最近は平坦になってきている。真夏日の日数というのが増えてきている

のかなというふうに思います。 

〔市長「あんまり変わらんね」〕（笑い声） 

もう一点、これは猛暑日です。猛暑日は 35 度以上だったときです。これを見てもらった

らわかると思いますが、猛暑日の日数もですね、以前と比べると一番多かったときは 12 件、

1994 年ですね、私が 22 歳のときです。やはり昔と比べると猛暑日、暑い日というのが一番
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最初にお見せした最高気温の平均は、そんな大きな差はないんですが、暑い日というのは増

えているのかなというふうに思います。過去 37 年分データをとってみてですね、こういうふ

うな結果が見えました。 

まあ、こういった点からですね、本来子どもたちの教室にもというふうなところも思いま

すが、先ほどちょっと給食のほうの対忚をしていただいた分でですね、私も気になったので、

その後いくつか学校、給食をですね、回らせていただきました。意見を伺いました。これ給

食の方が調理場で着られてる姿です。これがですね、給食の調理室内の室温、湿度。これを

毎日チェックするように決まってますので、その７月分の記録をですね、ちょっと私も見さ

せていただきました。これはですね、クーラーがついているところの調理室です。青でちょ

っと示しているところは調理前よりも温度が尐し下がってるところ、赤で出してるのはちょ

っと上がったところということでしてます。湿度も 50％ぐらいで保たれてはいます。これは

別の学校で、ここも空調が入っていることで、ある程度保たれています。もう一点ですね、

一番最後に出したところは、ここは空調がないところでですね、調理中 32 度とかですね、一

番低くて 27 度、一番高くて 33 度、まあ７月ですね。先ほどのような完全防備の状態で、ウ

ルトラクールビズではないわけですね。あの状態で、この温度の中で調理をされとる。すご

く過酷な状況だなということが、こういった数字からもちょっと思いました。 

これは洗浄室です。先ほど、武雄小学校のほうで１台エアコンをつけていただきましたっ

て言いましたが、各学校を回っていてですね、給食の方、スタッフさんが特に言われていた

のがですね、この洗浄室……（「そうそう」と呼ぶ者あり）この洗浄室がもう暑くてたまらな

いと。食器を洗う湯気が立ち込める中で、市内大体どこもここには空調はないという状況で

す。この中で２時間とか、その規模にもよるんですが作業をしないといけないと。これは洗

浄室での作業着ということで、先ほどの調理のときと比べると半袖にはなってるんですけれ

ども、それでもこういった暑い格好をして２時間とか、あの中で作業をすると。データなん

ですけれども、ちょっと当たっていただきまして見ました。この 14 時のところ、28 度、30

度、30 度。28 度のとき湿度が 85％、30 度で 70％。こういうふうな中でですね、いつもああ

いう格好をして作業を２時間とかされてると。私だったら倒れるだろうなというふうに思い

ますし、いろいろ伺ってですね、熱中症になるぐらいの感じの人とかいませんかと聞いたら、

それぐらい具合悪うなることもあるというふうな話もありました。今回武雄小学校、御船が

丘小学校と対忚していただきましたが、市内、ほかのところもですね、同じようにやっぱり

あるわけです、そういった状況がですね。ということで、冒頭述べました必要なところには

必要な部分があると思います。 

この点について、洗浄室、給食室、一度確認をしていただきましてですね、対忚ができな

いかと思います。この点について御意見をお願いします。 

○議長（杉原豊喜君） 
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溝上教育部長 

○溝上教育部長〔登壇〕 

まず給食室へのエアコンの設置につきまして、基本的に全部の給食室の食中毒の観点から

調理室とあと調理員さんの休憩室、この２カ所には基本的にすべてエアコンは設置してます、

現在。 

今、議員から御提案の洗浄室でございますけれども、確かに高温での作業になりますので、

特に夏場については大変御苦労されているということは十分に私どもも認識をしているとこ

ろでございます。ただエアコンの設置につきましては、いろいろ学校側の要望も――例えば

給食室でも、下処理室あるいは配膳室もつけてほしい。あとは普通の会議室、あるいは相談

室、それと学校側全体からは普通教室と特別教室にもつけてほしいということで、いろんな

要望が上がっております。そういうことで今、学校施設の整備ではですね、耐震化の工事を

優先させてもらってますので、エアコンの設置につきましては、まずは学校とも話をしなが

ら、優先順位をまずは検討させていただきたいというふうに考えております。 

〔市長「それ違うやろ」〕 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

この答弁、だめだと思いますよ。だって私もその洗浄室入りましたけど、とても、そして

しかもね、そこ半袖とか許されないとこなんですよね。半袖短パンで。そういった中で、多

分あそこで、しかも湿度がここには 70％と書いてありますけど、尐なくとも僕が入ったとき

は 80％超してるんですよ、30 度超して。そんな务悪な環境の中でね、給食に携わる方々が本

当にかわいそうに思いましたよ。ですので、この件については優先順位を第１に上げます。

上げた上で、対忚をします。だから、その半袖で対忚できるところと、こういった衛生上の

観点から防備をしなけきゃいけないってことで、おのずと分けていかなきゃいけないので、

それはおのずとね、学校側の要望っていうのも大事ですよ。大事なんだけれども、こういう

弱い環境で、僕も見に行って初めてわかったんですよ、豊村さんたちと。だから、そこはや

っぱりね、我々としては優先順位は我々がつけてさしあげるべきだろうというふうに僕は思

いますけどね。あとは、教育委員会が考えることです。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

ありがとうございます。ぜひとも――さまざま確かに要望はあると思います。ただですね、

やはりもうこの環境というのはですね、とてもじゃないと思います。特に学校とかというの

は、あしたすぐできるとかっていう、工事が入れるとかっていうものでもなくて、タイミン
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グというのもあったりもしますので、ぜひとも早めに検討いただいて対忚していただければ

というふうに思います。 

今回、先につけていただいた分の空調が、聞いたところによると、ほかのところで使って

ない空調をそちらに持ってこられたというふうなことで聞きました。これは私もすごいいい

ことだなと。そういう備品をですね、ほかのところで必要とするところにうまく活用する、

あるものを使うというふうなことでですね、こういった点がよかったと思います。その備品

共有という部分でですね、ちょっと私も思いました。 

これは、そういった点でいろいろ調べていたときに、神奈川区のケースがちょっと出てき

ました。消耗品・備品共有制度ということで。消耗品リユース制度。よく私も仕事場いると

きはボールペンよく使うので、インクがなくなったら事務室に行って芯だけ変えてっていう

形を、職員みんながそういうふうにしてたわけですね。そういうふうに事務用消耗品を共有

したりとかですね、買うのも一括購入をされたりとか。それ以外に各課で所有しているレン

タル可能な備品とかですね、そういったものをリストをつくって必要なところが借りれるよ

うに、そういうふうな対忚をされたというのが情報としてありました。ちなみにこれは出さ

れていたグラフなんですが、青が平成 18 年で、紫が平成 19 年度、赤が平成 20 年度。この取

り組みを始めて、最初 18 年度が約 40 万円ぐらい物品に必要だった部分が、20 年度には 10

万円ほどになっていると。そういったことでですね、消耗品をうまく共有するとか、在庫を

リストアップしてうまく使えるようにする。こういった対忚でコストカットできる部分、こ

ういったのもあるのかなと。実際に、こういうふうに神奈川区、ほかの自治体でもそういう

同じような分で書いてあるところがありました。 

今回のですね、そのエアコンの空調をうまく活用されたという部分でですね、武雄市とし

ても――例えば、私も学校関係者からテントの共有とかっていう話も聞きました。運動会の

時期、日にちが違ったりするので足らんときはほかの学校から借りたりということもできる

んじゃないかなという、実際の学校に勤めていらっしゃる方からも伺いました。 

例えば、その学校という枠であったりとかっていうのもあるんですが、各担当課とかじゃ

なくてですね、横のつながりでそこは一括してですね、できる範囲の一括とかをしてうまく

コストカット、冒頭でも述べました財政という部分にもつながりますが、コストカットにつ

なげていくと、こういった取り組みも必要かなと思いました。この点について、見解をお願

いいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

溝上教育部長 

○溝上教育部長〔登壇〕 

先ほどエアコンの話ございましたけれども、今、武雄市で例えば学校の改築工事、先ほど

の部分は山内給食センターの解体でしたけれども、そういう場合はいらなくなったそういう
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設備あるいは備品等はすべての学校に連絡いたしまして、希望をとりまして、すべてできる

だけですね、活用するようにしております。例えば、これまでも先ほどの空調機あるいはロ

ッカー、それとあと図書室の机、いす、書架ですかね、そういうものをずっと有効活用して

きております。ただ消耗品につきましては、今現在武雄のほうは各学校に予算を割り振って

ですね、それぞれ使っていただくという制度をとっております。 

以上です。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

先ほどの共有化、共通化は僕も賛成なんですね。これね、新たにシステムをつくるよりは、

せっかく学校長の場合は校長会とかやってるじゃないですか。だからその場でね、今度運動

会があるけんがちょっと貸してくれんねとかっていうので、そこの校長会の、学校の場合ね、

校長会という平場で話して済むような話なのかなというふうに思いますね。 

これは先ほど部長が答弁したように、やっぱり学校別に予算をしとかないと、そこでやっ

ぱり過不足って出るんですよ。ですので、ただそうは言っても、じゃあ全部足りている状況

だと、全体として見て物すごく余る状況もあるんで、特にテントなんかはそうですよね。 

だから繰り返しになって恐縮ですけれども、校長会で日程とかわかるじゃないですか。今

度、今週末も運動会あって僕は武内小学校で走りますけれど、あとは結構ずれている部分も

あるので、そこはよくね、横の連携を、ＩＴじゃなくて人の連携でね、対忚していただけれ

ばありがたいなというふうに思っています。これは共通化、共有化については大賛成です。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

ありがとうございます。学校という範囲内だけじゃなくてですね、市役所、庁舎内、ここ

にもいろんな課があります。ここも同じようにできるのかなというふうに思いますので、そ

ういった点もあわせて検討いただければと思います。 

今回ですね、給食室の分でですね、いろんな給食ということで私も調べてました。資料見

たりとかですね、いろいろ調べてました。特に給食という面では今、若木小学校がスーパー

食育スクールというふうな形で取り組みをされてて、子どもたちの栄養管理であるとか、体

の健全育成に向けての管理とか、そういったことをタニタさんが入ってされてるということ

で、文科省の指導で今後の学校における食育のあり方に関する有識者会議というのがあって、

これメンバーを見たら学校関係者から、いろんな民間企業から、まさに官民一体をちょっと

されているなというふうに思ったんですよね。そのメンバーにもタニタさんが入ってらっし

ゃいます。ちょっと私個人のあれなんですけど、若木にもちょっと来られているという部分
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で、せっかくなんでまあ、あのタニタさんですからなんかちょっとうまく連携がとれること

もないのかなというふうにちょっと思いましたが、この点いかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

タニタ食堂はいいですね。私も何人か知人友人がいますので、ちょっと話してみますよ。

できれば給食を監修していただくとかね、あるいは楼門の一部分が空いてますので、そこに

臨時に入っていただくとかね、来年楼門 100 周年でもあるんで、例えばそこにタニタ食堂が、

あの当時 100 年前に食べていたものを再現して出すというだけでも相当インパクトがあると

思うんですよね。ですので、そういう意味で官民一体というパートナーとしてタニタさんは

すごくいいなと思っていて。でもこれ相手がある話なんで、しかもこれ結構みんな見てます

ので、これ言った瞬間にのけぞる可能性もあるんでね、この話はなかったことにしてくださ

い。（笑い声） 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

そうですね。私も個人名というか、そこどうかなと思ったんですけど。ちょっとまあ思っ

たところだったんで言わせていただきました。 

官民一体ということでですね、最初に地域協議会というとこも言いましたが、メシが食え

る大人ということであります。ちょっとここで、教育についてのまとめ的な部分でですね、

もう一点だけちょっと伺いたいのはですね、ビジョンとしてですね、市長、実際に子どもた

ちをどういうふうな大人にしたいのかという、その１点ちょっと答弁願います。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

まずビジョンは、メシが食える魅力的な大人。きょう傍聴に来ていただいている皆さんた

ちとか、多くの議員の皆さんたちのような、メシが食える魅力的な大人を――そんな目、下

げなくてもいいですけど――そういう大人をぜひね、武雄からつくり出したいというふうに

思っているんですね。それと、やっぱり借りたものは返すと、ちゃんと。いうのも、いや特

定の方言ってるわけじゃないですよ。借りたものを返すというのは絶対なんですよ。それは

約束を守るということなんですよ、約束を。今なぜ大人がね、子どもたちから信用されてな

いかっていったときに、よく聞くのはね、約束守らんもんねっていうのをたまにこう聞くん

ですね、約束を。これ約束ってすごい大事で、それをきちんとやっぱり返すということはす

ごく大事。そのために、じゃあそれを押しつけじゃなくてね、小学校の低学年からそれが自
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動的になるように、月曜日になれば学校に行きたいと、だから世界一行きたい小学校をつく

っていくと。これは別に官民一体学校じゃなくてもいいと思うんですよ。そりゃあ地域の事

情とかありますので。ですが、そういう小学校づくりを、ぜひしていきたいと思います。こ

れができるのは今しかないんですね。なぜかというと、教育長が浦郷さんだからですよ。あ

るいは代田さんが来ています。あと溝上部長がいます。そんな顔伏せなくていいですよ。（笑

い声）ですので、今それとこの議会なんですね。今、議会が、いろんな病院問題があったり

とか、図書館問題があったりとかして、さまざまやっぱりこう考え抜かれてきておられて、

今ちょうどいいタイミングなんですよね。そのタイミングで、今、いろんなことを打ち出し

ているということでありますので、この機会を逃したらもう武雄はもう無理だと思います。

そういった中でいい環境を、これこそ官民一体でつくっていくというのが――広い意味でね、

つくっていくっていうのが私のビジョンになります。 

以上です。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

そうですね、私もしっかり子どもたちの見本となるように、まずは、私たちがしていかな

いといけないなというふうに思います。 

では時間も限られてますので、質問を続けていきます。次に２番目の大項目の観光につい

てです。 

まず保養村について、これ保養村スカイバスのぼるくんで上がって、上から撮ったところ

です。これは宇宙科学館です。そのスカイバスのぼるくん、８月いっぱいで運休になりまし

た。知らなかったという御意見もありますが、この点についてですね、その経緯とまた今後

についてどう考えられてるのかというのを回答お願いいたします。 

○議長（杉原豊喜君） 

北川営業部長 

○北川営業部長〔登壇〕 

スカイバスのぼるくんの現状と、これまでの経過並びに今後の取り扱いということでござ

います。このスカイバスにつきましては平成５年に設置をいたしまして、これまで多数の利

用をしていただいたころですけども、ピーク時は平成 12 年度に１万 7,559 人の御利用をいた

だいておりましたけども、平成 25 年現在では 4,699 名というような落ち込みになっておりま

す。設置をいたしまして、もう既に 21 年を経過いたしておりまして、非常に経年务化が激し

ゅうございます。車両、レールを含めた大幅な改修が必要ということでございまして、毎年

点検をしていただいているんですけれども、昨年の点検報告の中でもこのまま運行継続をす

れば、利用者の安全を確保できないというような報告も上がってきております。そういった
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経過の中で、ことし９月の１日から宇宙科学館のリニューアルが半年にかけて行われるとい

うふうなこともありまして、５月の１日より運行を休止したところでございます。 

今後の取り扱いについてということでございますが、この設置につきましては、当初２億

円ほど事業費をかけて設置をいたしておりまして、車両及びレールの改修につきましては相

当の事業費を要します。廃止の場合もまた、3,000 万以上の撤去費用がかかるということで

ございまして、利用者が減尐していく中、改修してからの再開については困難というふうに

考えております。代替えの振興策についても、これについては保養村会あるいは保養村協力

会に随分お世話になっておりますので、十分協議をしてまいりたいというふうに考えており

ます。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

これ、あれですよね、竹下登総理のときのふるさと創生で、だからスカイバスのぼるくん

になったのかなと。（笑い声）ちょっと自信がないんですけど。 

そのときはのぼるくんで――でもこれ、ちょっと先ほど理事から答弁あったようにこれ２

億円かかっているんですよ、これ。ふるさと創生の金額って、確か一律１億円だったと思う

んですね。１億円で、２億かかってその時点で赤字になって、何でこんなもんつくったんだ

って。その当時の議員は猛反省すべきですよ。います、ここ、いますね。だから、こういう

ことをやること自体ね、私はね、もうはっきり言いますよ、犯罪だと思いますよ。だってこ

れがね、どうなるかっていったら、ふるさと創生基金の中の 100 万、200 万とかでできるん

だったらいいですよ。でも、もともと赤字で、さらに赤字で今我々がその利用策について苦

しんでいるということで、のぼるくんどころかくだるくんになって最近はとまったくんにな

ってますもんね。そのうちこまったくんになります。（笑い声） 

ですので、基本的な方向としては解体です、もう。そう思います。残しておくとね、もう

ろくなことにならない。解体です。それともう一つね、ただ、駅舎を解体していいのかって

いう問題があるんで、ここについてはね、例えばレストランに入っていただくとか、もう尐

し広範な利用を――あ、これですね。出していただいてありがとうございます。だんだん息

が合ってきましたね。保養村内の整備として、ここをちょっと解体するというのはちょっと

忍びないんで、ここについては先ほど部長が答弁したとおり、よく皆さんたちで話し合って

ほしいなっていうふうに思っています。ここ、何かレストランとか入ればいいなあっていう

ふうに思うんですよね。そういう意味で、ぜひ、いろんなちょっと使い方を前向きに考えて

いただくということになろうかと思います。尐なくとも、ちょっとお金はかかりますけれど

も、私は尐なくとも車両、レールについては 3,000 万かかっても、あと、またかかると大変

なことになるんで、私はもう予算を計上してでも解体だというふうに認識をしております。
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これについても別途また保養村協力会の皆さんたちと協議をしていきたいと、このように考

えております。ですので、これを歴史の教訓にしたいと思っています。今我々がやっている

こともね、将来見たときに何であんなことをしたんだっていうことになりかねないんで、そ

こはよく議会の皆さんとその意識っていうのを共有を、きちんと我々は持っておくべき必要

があるだろうというふうに認識をしております。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

協力会の皆さんですね、運休となった後どうなるんだろうというのはすごく心配をされて

ました。実際、協力会の皆さんここで従事されてですね、そのお客さんを乗せて降ろしてと

いうことも一生懸命されてました。ある意味あそここういっていたらですね、こう見た目に

はいい感じではあったんですが、そこがなくなるということで今後の保養村どうなるんだろ

うかというところが皆さん思われているところです。 

先ほど市長も駅舎のほうにレストランという話もありました。この中にのぼるくんが停車

を今してるわけなんで、協力会の方もですね、この中でカフェをしたらどがんやろかと。そ

のバスん中乗ってお茶でも飲んでとか、クーラーはあるしという話もあったです。そういっ

たのもありました。ただ保養村ということを考えたとき、ここだけじゃなくてこちら、いわ

ゆるエントランスと昔レンタサイクルを行ってたところですね。ここが今もう閉じた状態で

す。中はですね、こういうふうに倉庫のような状態になっています。市のほうの荷物があっ

たりとかしてます。今までレンタサイクルここでやっていた分はですね、先ほどののぼるく

んの駅舎のほうに数台持ってきて、そこで貸し出しをされたり対忚はされていました。ただ、

やはりここは宇宙科学館のすぐそばという分でですね、まあトイレもあります。やっぱり閉

めたままというのはすごくもったいないなというふうに思います。先ほどの駅舎とあわせて

ですね、こちらも宇宙科学館も多くの人が見えていて、市外、県外からも見えられてます。

せっかくなんで、武雄の観光発信もできるような感じであったりとかですね。例えば武雄の

物産を持ってきて六次産業的な部分であったりとかですね、そういった活用もできるんじゃ

ないかなというふうに思います。 

保養村ということで、武雄温泉保養村第三次整備計画というのがありまして、今年度でと

りあえず期限は切れるんですが、次の計画にも入られると思います。ぜひともですね、市の

ほうとですね、協力会さんとか保養村会さんと一緒になってですね、よく意見交換をしてい

ただいて協力会さんの意見も伺いながらですね、共に保養村をどうするかという形で検討に

入っていただきたいと思います。 

この保養村、保養っていうのが体を癒すというふうな形はありますが、市長はこの保養村

っていうことに関して、保養村の未来予想図というのは市長はどのように考えていらっしゃ
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いますでしょうか。ちょっと大きな質問になりますが、よかったら御意見をお願いいたしま

す。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

ちょっとわかりません。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

確かにですね、先ほど私も言いました。市のほうと協力会さん等々、よく意見交換をしな

がらというふうな形で言いました。もっといろんな活用もできるんじゃないかなと思います。

例えば１人、軸となる方をですね、プロデューサー的な方を置いてですね、協力会さんたち

と一緒に運営をしていって、あそこをもっと活用できるようにしたりとかですね、可能性と

いうのはすごく秘めてると思いますので、ぜひとも繰り返しになりますが協力会さん等と一

緒になって意見交換をして進めていただきたいと思います。 

ちょっと１点ですね、保養村にボート乗り場があります。あそこでバーベキューをしたり

とかボートがあったりとかするんですが、あそこがですね、すごく使われてる方のモラルの

問題があるということで、こういったゴミをそのままにして帰られてたりってのがですね、

数多くあるということで、ここで従事されている方もすごくその辺は怒ってらっしゃるとこ

もあります。この辺はテレビを見てらっしゃる方もですね、ぜひともこういった点に関して

はですね、尐し意識をしていただいて、保養村、皆さんの武雄の中心の公園としてもですね、

きれいに使っていただけたらと思います。 

続きまして、今後の観光政策についてということで伺います。市長が今度観光協会の理事

長になられたということで、私も旅館関係者の方何人かとですね、いろいろな話をしたんで

すが、すごく期待しているというふうな声を複数伺いました。もちろんその旅館関係者の方

たちも協会の会員さんなんで、一緒になって頑張って動いていっていただかないといけない

んですが、この観光協会、新しくなった体制でですね、市長が理事長となられて、今後これ

までと違って強化していきたい観光政策であったりとかですね、取り組んでいきたいこと、

そういった点をお伺いしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

先ほどの保養村なんですけどね、まあこれわかりませんと言ったんですけど、その行く末

は多分ね、私が云々言うよりはそれは結果だと思うんですよ。そのために私はその――例え
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ば私はよくあそこランニングします。保養村のあの池ね。やっぱりしんどいなと思っている

のは段差があったりとか、あるいは暗いところがあったりとか。だから我々行政が果たす役

割というのは、あそこ結構やっぱり散歩が多い、あるいはランニングが多くなっているんで、

一定明るく照らしてあげるというだけでも随分変わってきて、今度そこに集まった人たちが

また前向きなことを考えてくださると思うんですよね。だから行政の役割というのは、多分

ね、何とか計画でそのビジョンをぼんって上げるんじゃなくて、その考えていただくための

環境をつくるんだろうという黒子の役に徹すべきだと僕は思うんですよ。その上で先ほどあ

ったような話し合いで、じゃあこういうふうにやっていこうよというのがこれからの、僕は

観光政策の流れだと思うんですよね。 

そういう意味で観光協会の会長に、もうこれ嫌々です、もう本当。こんなに嫌な役割が回

ってきたかというぐらいにこれもう嫌な役割で。もう無給ですもんね、まず。大坪さんすご

いと思いますよ。無休でしょ、給料がない無給と休みがない無休ですから。 

これ僕が思うのは、これはもういろんなところで申し上げていますけれども、今行政の中

に観光部隊というのがあります。観光協会の中にも観光というのがあるのでこれを一体化さ

せるということは、この２年間のうちに必ずやります。一体化して、もう観光協会で一体し

て、やっぱり民が観光を担うというのは僕は筋だと思うんですよね。行政はさっき言ったよ

うな環境を整えるということが大事だと思うんで、その中で観光協会の収益事業をぜひ立て

ると。収益事業を立てていくようなプランを出していきたいと思います。これちょっと１年

から１年半ぐらいかかるかもしれませんけれども、ここはよく観光協会の中で、これこそ話

し合っていきたいというふうに思うんですね。だから観光協会が自腹で稼いだものを、例え

ば今度いろんな事業にまた投資していくということも、あるいは人を雇うと。さっきおっし

ゃられた保養村のプロデューサーを雇うということについても、観光協会が一定自立できる

ようにしていきたいなということも思っています。 

そして一忚最後にしますけれども、あとやっぱりインバウンド、やっぱりすごいですね。

今シンガポールに笠原所長、一人所長が行ってますけれども、彼が武雄の売り込みが物すご

くて、また今度観光客がお越しになるんですよ。しかも、かなり裕福な。しかもその本当に

本物を見たいと。例えば中島宏さんに会いたいとかって言うそうなんですよ、もう。そうい

うお金をいっぱい落としてくださる層が今後武雄に逐次お見えになるというとこなんで、２

つあるんですね。 

まず……（発言する者あり）ちょっとすみません、答弁してますよ。 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに。 

○樋渡市長（続） 

まずね、インバウンドで持ってくる。要するに、観光集客ですよね。だからシンガポール
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を中心として今笠原さんが頑張っていますので、それを武雄につなぐってのも観光協会の役

割だと思うんです。それともう一つがその裕福な層がお越しになったときに、また来たいと

思っていただけることを、これはもう行政じゃなくて観光協会が中心となってね、していく

必要があるだろうというふうに認識をしていますので。そういう意味で、今ミシュランの５

レッドパビリオンの竹林亭の小原さんの存在は非常に大きいと思います。それと、これもミ

シュランの池田さんですよね。こういう次の世代の人たちがね、観光を担っていけるように

私は太いバトンタッチができるようにしてまいりたいと、このように考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

そうですね。最初言いましたように、期待するだけじゃなくて、ともに動いていかないと

いけないと。私もやっぱり民間自身がどんどん活力持ってやっていくっていうことが、一番

必要なところかなというふうに思います。 

関連してですね、先ほどシンガポールというふうな話がありました。以前私の知り合いか

ら聞いた話で、武雄のある居酒屋さんで外国の方が飲まれていたと。どうやってここを知っ

たんですかと聞いたら、そこの国の方がネットで情報を発信をされてて、それを見て来まし

たという話がありました。ＩＴ委員会等でも出るんですが、そういった意味でですね、やは

り観光地でのＷｉ－Ｆｉの整備、それによって海外の方が来て自分たちで情報を発信をして、

ＳＮＳ等を通じてですね、やはり見る側も、同じ境遇の人が発信してる情報というのはすご

く親近感が湧くと思うんですよね。そういった意味でも、やはりそういった整備というのは

あわせて必要になってくるのかなというふうに思います。その点。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

これは絶対必須で、牟田議員も再三繰り返しおっしゃっていますけれども、Ｗｉ－Ｆｉの

環境というのは絶対大事。しかも私もオルレ何回か行きましたけれども、特に韓国のお客様

はその時点で撮ったものをすぐフェイスブックに上げたいというのが多分私たち日本人より

も強いですけど、ちょうど、あそこの保養村の先のところからＷｉ－Ｆｉ入らなくなるんで

すよね。そうなったときに、公衆のものは当然ありませんので、ちょっとかなりがっかりさ

れてたのがあったんですね。ちょうど、２年前に済州島、チェジュ島でオルレに行ったとき

に、どこでもやっぱりつながるんですね。我々も来たというとこでチェックインを自由にし

たりとかできるんで、このＷｉ－Ｆｉの環境を本当に整えることは絶対に必要だと。 

幸いにして古川知事がこれ非常に理解を示されていて、半分は補助するということの制度

もありますので、県と一体となってこのＷｉ－Ｆｉ環境を整えていくと。そのときに、遅い
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やつだと、またストレスの原因になりますので、牟田ＩＴ特別委員長がおっしゃっているよ

うに高速のＷｉ－Ｆｉをポイント、ポイントに入れることによってさらに発信を――我々だ

けじゃなくて、来られた観光客の方が、同じ韓国語あるいは中国語でできるようにしなけれ

ばいけないかなというふうには思っていますので、これはちょっと本腰入れてやりたいとい

うふうに思っております。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

ありがとうございます。やはり同じ境遇の方の情報というのは先ほど言いましたように、

より親近感が湧くものでもありますので、ぜひ整備のほうを進めていただきたいと思います。 

最後になります。観光という面で、ツアー的な部分のですね、ちょっと遠いところ、例え

ば関西とか海外から来ていただくっていうふうなところもあるんですが、それと別でですね、

そういう観光的な意味合いというよりも生活圏として、そういう意味で近隣とどうつながっ

ていくかっていうことが、それも一つあるのかなと思います。西九州のほうが将来的にこう

いうふうな形になると。 

先日、私も平戸のほうに用事でいきましたが、西九州道、途中まであって、以前よりも大

分何か来やすくなったというふうな感覚がありました。例えば、車社会ですから、１時間圏

内とかですね、そういったところは観光というところもなんですが、生活圏内というふうに

もなり得るのかなと思います。 

例えば、私は佐世保出身ではありますが、こっち来て思ったのがですね、俺も昔佐世保に

おったよとかって言う方が結構いらっしゃるんですよね。ていうことは、そっちに知り合い

がいっぱいいらっしゃる。近隣はそういったところが、たくさんあると思います。もちろん

仕事でも行ってらっしゃると思いますし。近い人は、生活圏内として、武雄に来ていただけ

ればですね、それだけ頻度としても、遠いところの人よりもリピーターとしての頻度は高く

なりやすいという面もあるのかなと思います。という分で、近隣地への情報発信っていうの

をどんどん進めていってもいいのかと思います。 

例えば、佐世保の四ヶ町島瀬公園に、昔あった青いバスをドーンと入れてですね、そこで

特産品のイベントをやったりとかですね。逆に佐世保のアメリカンフェスティバルみたいな

のをこっちで行ってもらって、そういう向こうの人がこっちに来て武雄を実際体感していた

だいたりとかですね、そういうのもあると思いますが、近隣地とのそういった意味での連携

というかですね、どんどん情報発信を進めていく、こういった点も必要と思いますが、その

点についていかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 
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○樋渡市長〔登壇〕 

確かに観光は境目がありませんのでね、そこは有効かと思うんですが、ただね、これあま

り魅力がないと思うんですよ。ていうのは、やっぱり観光客の皆さんっていうのは自分のと

ころにないものを見に来られるということなんで。例えば、佐世保の皆さんたちがお越しに

なったときにね、それは武雄の温泉に、あるいは図書館にお見えになることであって、そこ

に佐世保の何とか祭りとかがあっても、武雄の人たちは喜ぶかもしれないけれども、それで

連携にはならない。 

したがって、近隣地への情報発信よりは近隣地と組んで魅力的な発信をすると。要するに

豊村議員さんとか私が手間暇時間を割いていきたいというコンテンツを出していくって。だ

から、武雄市図書館が成功したと。山口昌宏さんという議員がいますよ。あの人がいみじく

もおっしゃったように町の中に図書館をつくったつもりが、図書館の中に町ができてるって

いうのを最初から言ってたんですね、あの顔して。ですので、そういうことで、だからあそ

こに多様性の象徴として、いろんな方々がやっぱりいらっしゃるということからすると、我々

がやらなきゃいけないのは魅力的なものを出していくということだと思いますので、ぜひ、

そういう意味では豊村議員さんの類いまれな――よくわかりませんが、そのお力をぜひ、お

貸しいただいて、これも官民一体となって、観光、あるいは、情報発信ができればいいなと、

このように思っています。 

そういう意味で豊村さんがいつもフェイスブックでね、発信されてること自体が、武雄へ

の人・物・金を集めているということについては、それは率直に感謝をしたいなとこのよう

に考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番豊村議員 

○１番（豊村貴司君）〔登壇〕 

今議会でも言葉として出ました、非日常、それがやはり大事だと思います。観光協会の分

での政策という部分でも民間がどんどんやっぱり動いていかないといけないというふうに言

いましたが、この観点でもですね、結局同じ事だと思います。みんなが一緒になってやっぱ

り盛り上がっていかないと、近くてもやっぱりそれは来ないというふうになりますので。ど

んどんその辺ではですね、武雄市全体が官民一体となって盛り上げていくことが大事かなと

思います。 

これをもちまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（杉原豊喜君） 

以上で１番豊村議員の質問を終了させていただきます。 

以上で本日の日程はすべて終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。どうもお疲れさまでした。 
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散   会    14時18分 

 

 


